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Collaborationfitg 


X-MEN 

UM 73 VADPVILOLATIZyVIMBOIAY BEES НЕЕ LTIYAY vari, TITRA Gok 
тх ЛО, 後に マー ヴェ ル ・ コ ミック に 入社 し 、 一 緒 に ペー パー パック の 仕事 を し な いか と 誘っ て くれ た 。 マー ヴェ ル の キャ ラ な ら 何 で も 
良い と いう 話 な の で 、 昔 か ら 好き だ っ た 『X-MENI の ウル ヴァ リン を 描か せ て も らっこ と に し た 。 契約 は 一 知 22 ペ ー ジ で 金 5 差 。 カ バー に 使う 
イラ スト 以外 は 、 マ ー ヴ ェ ル の カラ ー リ スト に 仕上 げ て も ら っ た が 、 色 彩 感 常 な ん か も 日 本 と は HDE о TTR IDR oře スト ー リ ー 
も 含め 制約 は 何 も な か っ た が 、 唯 一 ウル ウェ リン が 葉巻 を 吸う シーー だ け は 止め て ほし いと 言わ れ た 。 ペー パー バッ ク は 子供 の 読者 も 多い し 、 
喫煙 を タブ ー 視 する 今 の アメ リカ で は 犯罪 人 的 な 行為 の よっ だ 。 


HELLBOY 

狭 画 「 フ レイ ド 2』 の プロ モー ショ ン で 来 日 し た テル ・ ト 口 監督 と 対談 中 に 、「 今 つく ぐっ て いる 「 ヘ ルポ ボー イ 1】 の 映画 に 、 ビ ジェ アル スタ ッ フ と 
し て 参加 し な いか 」 と 迫 ら れ た 。 ど う や ら 、 目 的 は 最初 か ら そ っ ち だ っ うだ 。 確か に 魅力 的 な 話 で は ある が 千 け ば アメ リカ に 6 週間 以上 
准 在 し な けれ ば な ら な いと いう 。『BLAME1 1 の 連載 を 抱え て いる の に 、 そ ん な 長期 の 海外 疾 征 は 無理 だ と 断っ た ら 、『「 ヘ ル ボ ー イ 」』 に 出 て くる 
キャ ラ を oh PHT > SME GMO TEL CMENL, Th CKARL KROENEN の 両 を 描い て 送っ た の だ が 、 後 で 銀行 口座 に Бре 
大 金 が 振り 込ま れ て 驚い た を 。 た だ し 、 こ の イラ スト が 役に立っ た か と うか な は 、 残念 な か ら 2004 年 春の 狂 画 公開 時 まで わか ら な い 。 









EVANGELION 

衣川 章 店 の 「 少 年 エー ス ] で 「 新 世紀 エヴァ ン ケ リオ ン 」』 の 吉 蔽 が 人 気 だ っ た 頃 、 そ の 総集編 に キャ ラ を イメ ー ジ し た イラ スト を 描く と いう 依 閑 
を 受け た 。 し か も 、 他 に 4 人 の 温 画 家 が 同じ テー マ で の 画 を 提供 する と いう 。 描く キャ ラ が ダブ ら な いか 、 ちょ っ と 悩ん だ 。 AB, BEDHAHAN 
化け 物 の よう に な っ た 初 号 機 の アク サル 画 に し た 。 





MATRIX 

映画 雑誌 の 映画 秘 室 ] か ら 頼 まれ た 『 マ トリ ックス 】 桂 集 号 の イラ スト は 、 主 役 の キア ヌ ・ リ ー ブ ス が 人 同 そ の まま の 外見 で 描き に く か っ た 
特に 叙せ よう と し た つも り も な い が 和 有名 俳優 を 普通 に 描く の な ら 、 別 に 自分 が や ら な く て も いい の で は な いか と 足 っ た 。 唯一 の 収穫 は 、 似 彰 絵 
が 普 手 な こと が 退 に し みて わか っ た こと だ 。 
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Cover illustration, 





Work of BLAME ! 
The comic book VoL2 
1998 

Cover lllustration. 
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Illustration for sign paper 
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Color page for the magazine AFTERNOON. 
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Illustration for magazine cover 
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Unpublished. 





Wark of BLAME ' 
AFTERNOON 
20 








Work of BLAME ' 


2002 
Inside color page. 





Practice drawing 





Work of BLAME ! 
AFTERNOON 
2002 

Inside color page. 




















Wark of BLAME | 
AFTERNOON 

2003 

From the last chapter 














[BLAME!] 設定 MRR ETS., AA SAU 25 [BLAME Cot СОБР КОЖЕ RANE ЕКО E FM ELA, [BLAMEIIE 
ТЕКА ТО е. RRE BLOMFIOPCMATS, ROSMA BRM] O (Ry HAART). ВЕТОВО. RATS 
El. (BX? MOM PEVEVEA, COMRORE [37 RMT) ERHST 5 215, XSIEL ER TERREN 。 身体 に デバ イス ・ イ ンプ ブラ テト 用 
の コネ クタ ー が ある 事 か ら 一 竹 の サ イボ ー グ で ある の は 確実 。 上 位 セ ー フ カー ド の サナ カン に よっ て 「 修 復 」 さ れ て か ら は 、 視 党 の 中 に 瑞 る 文字 を 解読 出来 る よう に た 
り 、 そ こ か ら 様々 な 情報 を 入手 し て いる 。 (Ay HEAT? 第 0 仮説 】 肥 支 の 探し て いる 物 。 か な り 苦 に 「 感 楽 | され て 葵 異 し て いる 。 そ れ が 見 つか れ ば 「 ネ 
ノッ トス フィ ア ] CBM RS. 統治 局 の 代理 構成 体 の 言葉 に よれ ば 、 そ れ に よっ て 、 世 界 の カオ ス 状 態 を 変え られ る 。 東 悪政 工 内 に いた 、 セ ウ の 道 伝 子 に は それ が あぁ 
っ た 。 と 信じ られ て いる 。 MA FAHREN Боша) BLOK, KET NEHA оп О SOR, 固体 の 弾丸 で は な く 、 エ ネル ギー か 場 の 
よう な 物 が 射出 され て いる 。 成 力 の 吸 節 が 出来 。 ま た 、 連 射 も 出来 る 。 長 い 事 夫 表 の 持つ 物 が 唯一 と 思わ れ て で いた が 、 上 位 セ ー フ ガー ド の 一 部 も これ を 使用 する ま が 
後に 明らか に な っ た 。 (EREN 自ら 、 サ イボ ー グ 化 を 推し 進め 、 強 化し た 体 を 追求 し た 犯罪 者 集団 が つい に 種族 化し た 世 罪 の カオ ス 状 態 を 維持 する た め に 、 
Tu RATO ARI [EREN] と 名 乗っ て いる 。 BEDRI 51. ihi Tro. Hot, AI KKB [REPA] の 危機 を 選 け る 。 知 能 や 記入 
を デー タタ と し て 入れ る と 、 役 に 立た な い 物 し か で き な い 。 詩 に は 狂っ て し まう 、 や は り 牛 音 か 必要 な の た 。 で 、 機 械 化し た 子供 を 育て る こと に な る 。 駿 衣 と は 英 対 関 
に ある 。 セ ー フ ガー ド と も 吉 対 し 、 撤 自 の 超 強 力 な 武力 も 持つ 。 (EMH) BEKEN ENG 統治 局 (セー フ ガ ー ド も や 含 も ) HEREN ORL СЕМЕЙ 
の 都市 ・ 玩 都 の 料 学者 集団 。 事実 上 、 都 市 を 統治 し 、 住 民 を 支配 し て いた 。 ン ホ は そこ で 「 主 任 科学 者 」 を し て いた が 社 主 ヽ 頭取 と 対立 。 閉 じ 込 め ら れ て いた と ころ 
を 、 翌 支 の 助力 で 脱出 、 HARA KUL BAORRCGATS, RHEE 1) лаце BoP Ro Слои L3 cet, BLOED 
子 故 射線 射出 装置 以外 で は 買 通 不可 能 だ っ た 障 忌 。 セ ー フ カー ド の 活動 と も 関係 か が あり 、 近 づく は ど セ ー フ ガー ド は 話 性 化す る 傾向 が ある 。 内 部 に は 、 階 礎 世 界 の 可 境 
HTS [VAFA] УЖЕ (Уз, [ERE] ko TRIESNA, 【 セ ー フ ガード ・1】 正規 の 敵 末 選 伝 子 を 持た な い 人 間 が ネッ トス フィ ア に 接続 し よ 
DET E НЫЕ НЗ STEH, FH A7 РОЖЕ Мл HARTE TOMECTSLAY 停止 させ た り で き な い 。 あえ て 例え れ ば 、 ウ イル ス ・ チ ェ リ フカ 
ー の よう な 物 か ? ER 1) 一 個 の 超 臣 大 な ビル と も 、 全 て の 建物 が 守 措 され た 果て し な く 巨 大 な 都市 と も いえ る 場所 。 続 治 局 の 支配 レ し ヘル に よれ は [RAT 
成長 し て いる 」 。 そ の 素 て し な い 成 長 が 、 世 界 を 尼 乱 させ て いる 。 停止 させ る に は 敵 示 六 伝 子 を 見 つけ な けれ ば な ら な い 。 | (ЕВРО 端末 遺伝 子 で アク セス で きる |ж 
ッ ト ス フィ ア 」 の 支配 レベ ル 。 こ の 世界 全体 の 0 S の よう な も の 7? と は いっ て も 、 ネ ッ ト ス フィ ア 以 外 の ネッ トワ ー ク 空 商 王 BLAMEI」 世 界 全部 ? に アク セス 
は 出来 て いる よう だ が 、 ど う も 管理 は し て いな い (出来 な い ) よう な の で あく まで 「 ネ ッ ト ス フィ ア 」 の OS な の か も し れ な い 。 す る と RODOS, FORM 
別に ある 事 に な る 。 そ れ が 「 シ ステ ム 」 と 呼ば れる 物 な の だ ろう か ? FETAL, tn Je ob. BER HERBST DES ER RENTA, E 
支 達 の 探索 に 世界 再建 の 項 望 見いだし 、 協 力 し よう と し て いる ? (ен) 建物 を 造り 変え る 存在 。 一種 の 機械 で 、 個 性 (вт) И (ыға) жо. жона 
発 な 井 所 は 「 成 長 区 域 」 と 呼ば れる 。 都市 を 無 作為 に 拡大 させ て いる 。 その 主要 構造 体 に (ネット スフィア の ハー トウ ェ ア が 内 蔵 き され で いる 。 世 界 を 混乱 に 導く 主 な 原因 
t. EB] は 言っ て いる 。  【〔 世 界 、2 ノ ネッ トワ ー ク 】 [BLAMEN 世 罪 は 、 電 子 ネ キノ ットワーク が 常時 完璧 に 配 代 網 凌 さ れ た 世界 で ある 。 流 行 り の 言葉 で 言 
えば 、 完 全 エ ビ キ タ ス ヽ ワー ルド と いえ る 。 し か も 、 こ の ネ ノ ト ワー ク 上 で 乏 働 し て いる コン ビュ ー タ ー の 性 能 は . 近似 的 に は 処理 速度 無限 大 、 記 憶 容量 無限 大 と 
考え られ る 。 従っ て 理論 的 に は 「 全 知 ・ 全 能 」 な の だ が 、 実 了 に は 「 無 限 大 に 限り な く 近 い が 、 無 限 大 で は な く 」 、 ま た 、 メ モリ ー に 残さ れ た デー タ の 大 半 か み 「 レ ャ ン 
ク 情 報 」] な の で 、 能 力 的 に は 限界 の ある 状態 だ と 思わ れる 。 ご ここ で いう ジャ ンク 情報 と は 、 何 百 億 か 何 千 冬 か の 人 問 が 、 そ れ ぞ れ 勝 手 に 経験 し た 大 量 の 「 記 憶 」 Гаі 
で ある 。 そ れ が た た 単に 昔 え ちら れ て いて 。 ネ ットワーク の 巨大 な 「 名 荷 」 と 化し て いる 。 【 世 界 、3 ノ 形状 と サイ ズ 】 TORI HE. KERE TIRO TUI 
DR ЕЖЕ спане тис а TUS. HEULDEISSSOZBROSZESCO гай. Wows ГЯ4У»-224? (В) | £fbecáeslk obo 
1959 年 に 宇宙 物理 学者 の フリ ー マ ン ヽ ダ イソ ゾン 博士 が 提唱 し た ダイ ソン ヽ ス フィ ア 理 論 は 。 KBD A 2 EEE OAN CHO ето СЪ ЖАК, (dde ME 
れ て 消滅 し て いた エネ ルギー を 地球 の た 紗 有 効 に 活用 て きる と いう 考え 方 だ 、 た だ し 、 後 述 す る よう に 、 IBLAMEI] 世界 の 根 産 的 な 成立 妥 因 は 「 ダ ー ク マタ ー] の 
工学 処理 が 可能 に な っ た 事 に 起因 する 可能 性 が 高い の で 多分 世界 は 球状 に は な っ て いな いよ うに 思わ れる 。 居 を 成 し た 厚い トー ナノ 状 を の で は な い だ ろ うか ? Ш 
Я. 4/87) ダイ ノン 球 の 場合 と 同様 に 基本 的 に は 、 大 陽 そ の も の を 「 妨 ] に し た 、 桜 本 合 発電 も 利用 し て いる も の と 思う っ 。 そ れ だ け で も 主 実 上 、 無 限 の エネ ル ギ 
ー を 数 十 俺 年 は 得 ら れる は ず 。 た だ 、 随 暦 化し た 世界 に 動力 を 伝達 する 事情 を 考え る と 、 実 喉 に 使用 され る エネ ルギー の 秩 給 の ほとん ど は 。、 後述 する 「 重 力 炉 」 に 依存 
し て いる と 思わ れる E 世 界 、5 ノ 環境 〕 この 世界 は 「 無 商 」 状態 で ある 。 生 物 的 な ウイ ルス は いな い 。 空 中 に 常に いる ナノ ・ マ ン ン が 、 生 物 に 有 室 な 絆 苗 を 、 発 生 
саннан. MALA E CLE. ны, ШАО [SARI へ の 人 同 側 の 指示 と し て 、 そ う プ ログ ラム され た か ら と ンス テム エラ ー を 防ぐ た め 。 現 大 の 地球 大 
より 置か に 巨大 な 体積 の 居住 空間 を 送っ て 、 そ の 全て が 最初 か ら 「 和 無菌 ] な の だ 。 従 っ て 、 人 間 が 怪 区 を し て も 、 再 生 秀 力 が 列 化 され て いれ ば 大 丈夫 。 ま た MIDS 
ヨック は 神経 系 の 機能 強化 (補正 ) で 即座 に 消せ る 。 そ の 場 で 手術 し て も OK。 (BRT MUR) 人 同 た が かなり 高度 に サイ ボー グ 化 きれ て いる 。 ほ と ん ど 容 実 
に 、 不老 不死 。 す て に 1000 年 以上 は 生き て いる 可能 隆 が 高い 。 が 。 その 自 党 と いう が [記憶] か 。 多 分 、 な い 。 相 当 な 過去 、 ま だ も し か し た ら ネ ッ ト ス フィ ア が 完全 
に 機能 し て いる 詩 代 に 、 著 察 官 釣 な 仕事 を し て いた の か も し れ な い 。 と に か く 、 後 に 「 種 族 ] 化し て 「 理 素 生物 ] と な る 「 人 癌 が 生物 的 な 体 を 持て た | ESE ネ 
ノ ィ ト ワー ク を 介在 し て 、 複 数 の 「 体 」 を 使用 する 者 達 か ら 、 ひ どく 恨み を 買う ほど に 対立 し て いた よう た 。 [kv ARRET? EIER) いつ の 事 か は 不明 だ が 、 
ネッ トス フィ ア 成 立 前 後 頂 、 そ し て 、 セ ー フ カー ド 成 立 前 後に は 、 大 量 の 多種 多 繁 な 、 ネ ッ ト 犯 罪 者 が いた と 推定 され る 。 情 報 の や り 到 り と 経済 活動 の 大 半 が だ ネット 上 
で 協 理 され る よう に な る と 、 犯 罪 の 大 半 も 、 ま JEECRHENSERONS PSR. ELTE, Бори ト 上 に 「 人 格 個 往 / 人 間 の 全 情 報 ] か アノ プロ 
ー ド ノダ ウン ロー ド で きる 可能 性 が 生じ る 事態 に かっ た ら 、 民 気 の あ る 7 犯罪 者 が それ を 実行 し て し まう 可能 性 は 高い 。 そ の 時 は 、 止 も を 得 ず 、 取 り 締 まる 側 も 対 振 
する か も し れ な い 。 そ うす る と 犯罪 潮 と 取り 総 ま る 側 反 方 が 、 あ ら 人 ゆる 種類 の 接 索 防御 攻撃 活 動 を ネッ ト 上 で 行う の で 、 対 犯罪 者 RAT?) 側 の 身 の 安全 を 図る 
た め に は 「 登 録 ] が 必要 に な っ て いく の は 必然 で あ もろ っ 。 そ っ いっ た 時 の 「 登 録 」 が 、 後 に セー フカ ー ド に も 引き 継が れ た の だ ろう か c? RE o Neat] 
が 、 こ れ に 加わ っ た の か 2 DEV. VOLAR RAS [Ry h (ネッ トス フィ ア ) | を 使い 、「 基 底 現 実 ] だ け で は な く キッ ト に 住む と いう 持 期 を 迎え た の 
だ ろう 。 ネ ッ ト ス フィ ア に 「 い る ] 状態 に な れ ば ほぼ ば 時 間 と 関係 な く 他 の 人 と 会 える 。 こ ん な 便利 な (КаК) 機能 を 、 経 放 活 動 が 見 湊 し て も く と は 考え られ 
な い 。 [ER] の 方 が 先 か な ? と も 思う の だ が 考え て みる と 「 問 ] の ネッ ト を ハッ キン グ し っ ぱな し に し を けれ ば な を ら ず 、 非 常に 困 名 。 も し 、 双 方 が ヤノ ト 上 で 畠 
ぜ れ で いる と か いう の な ら 、 す で に [ER] 対立 は 不可 能 だ と 思う 。 こ の 計 代 、 す で に 「 政 府 」 は あっ て も 「 国 境 1 は 意味 が な い 、 の で は な いか な ? そん な 状況 、 
жвава Е о KIRE RR] な 人 以外 の 「 ネ ッ ト 移 動 び 混在 」 が 活発 に な る 状 史 に あい て は 、 い よい よ 「 登 録 」 が 。 すなわち 安全 を 図る 選別 法 が 必要 に 
な る だ ろ っ 。 と の 計 に 、 必 然 的 に 「 ネ ッ ト 燃 末 由 伝 子 ] OMES HRED ERS o 【 全 性 に つい で ほ ヽ 第 1 項 ) と ころ で 、 人 問 を まる ご と 情報 化す る 場合 は яка 
も っ て 情報 の 境界 と 定め る の だ ろう か 7? 一難 、 摘 単 な 仮説 は РЬ. PUY BEF] лә ネ ノ ト 上 の 情報 は 、 多 分 、 パ ケッ ト 化 さ れる の で 、 適 伝 子 を 
「 キ ー」 化す る の は 、 あ る 程度 、 合 理 航 に 思え る 。 人間 の 細胞 に は その 一 片 に まで 特定 の 遺 伝 子 か 備わっ て いる の で 、 や り 方 さえ あれ ば 、 こ れ を トレ ー ス 由来 る だ ろ 
う 。 遺 令子 の 配列 は 、 慈 也 に 個人 個人 和 違 う の で 、 こ れ を も っ て 、 ネ ッ ト 上 の 「 個 性 ] と する 事 も 出来 る だ ろう 。 特定 の 退 伝 子 を セッ ト し て お いて 、 それで 選定 出来 た も 
の は 全部 、 一 塊 の 「 人 間 ] の 情報 と する の だ 。 と ころ で 、 ネ ッ ト に 繋 けち られ て いる PC の 能力 か 仮に 無 随 大 だ と する と 、 情 報 人 は 舞 限 時 間 。 正確 に 維持 で き DEKH, 
が その 能力 が 限定 的 だ と 一 租 の スワ ッ プ が 起き て 、 情 報 の 終 持 圭 問 は 限定 され て し まう 。 ま た 、 い すれ に し て も プラ ンク 定数 以下 の 事象 で は 博 報 の 維持 は 完全 に 
出来 な い 。 ま た MACETA (いわ ゆる ) 量子 化 ノイ ズ の た め に 瞬間 時 南 上 の 時 間 経 追 で は 、 概 雑 な 情報 信 自 共に 壊れ て し まう 。 つ まり 、 受 容体 め あ っ て な お 
зволь, ж; PED [OST] жүзі, MEDE LA] の 可能 性 は ある が 、 ど とこ か に 情報 と し て 「 人 向 」 を まる ご と 保存 し て も あい て 、 あ と か ら 体 に 徐 
す の は 「 不 可 ] な よう に 思え る 。 (ネッ トス フィ ア 】 実社会 と 同 し か 、 そ れ 以 上 に 拡大 し て し まっ た ネッ ト 社 会 。 も うっ 、 ネ ッ ト ゐ し で は 生活 が 成り 立た な い 人 着 は 、 
ネッ ト 上 に 一 定 の 環境 を 保持 し よう と し た の た と 思う 。 そ の 計 に 完璧 な D S を 持っ た 「 世 界 ] と し て 、 ネ ッ ト ス フィ ア が 成立 し た の だ ろう 。 ネ ッ ト ス フィ ア は BLA 
し た ら 当 初 は A「 を 持っ て いた か も し れ な い 。 が - 議 理 矛盾 杖 態 を 星 する 社会 を 管理 する プロ グラ ム に 「 個 性 | を 与え れ ば пы ўносіў. ёт, вай 
階 て 管理 の み が 完 壁 に 出来 る 、A【 挟 き の 機能 に な る 。 ネ ッ ト ス フィ ア は 、 利 用 パス と し て 「 薄 末 道 伝 子 」 を 採用 する 。 で 、 セ ー フ カー ド が ネン トス フィ ア の 機能 と に 
独立 し て 「 取 り 締まり 」 を 担当 する 事 に な る 。 【 セ ー フ ガー ド 、2] ます 、 人 工 知能 が 誕生 する 。 過程 は 分 か らし な い が 、 と に か く 、 近 い 将 来 、「HAL」 は 出来 る 
最初 の ] 台 じ ゃ な いか も し れ な い が . 初期 型 の 名 前 の 一 つ は 「 ハ ル ] に な る ん じゃ な いか な ? ある 段階 まで は 、 こ れ を OS に 利用 し よっ と する だ ろう が 「HAL」I の 
失敗 を 考え て も 分 か る 進 り 、 ま ず 不 可能 。 鉄腕 アト ム み た いな の も 生ま れる と 思う が 、 あ まり 意味 は な いと 思う 。 で も 、 イ ンタ ー フ ェ イ ス に は 最適 だ と 思う し 、 そ の 
用 臣 は 続く 。 で も 、 そ れ だ け で は も っ た いな い 。 で 、 一 善 効果 的 な 利用 法 が 考え 出さ れ た 。 対 犯罪 者 用 に 使用 する の た 。 セ ー フ カー ド の 「 南 】 Ей, Xo EBATS 
PRE жу REEM SRA. жо HER, SCE 体 を 捨て て し まっ た 「 建 素人 間 ?」。 狂 っ た Ai > と これ に 対し RME 的 に 機械 的 に 働く の が 「 駆 除 系 ] 
セー フ ガ ー ド 、 つ まり 簡単 な A【 を 鼓 せ た 人 工 体 。 そ れれ 以外 に 、 人 間 の 不 合理 な 行動 に 対応 させ た 上 赤 A「 を 載せ た 上 位 セ ー フ ガー ド が ある 。 上位 セー フ ガ ー ド は 
理 矛盾 ] に よる 機能 司 止 の 危機 を 避け る た め 、 基 本 前 に は 一 定時 間 以 上 の 長い 期間 、 人 間 と 続け て 接し な いよ うに し Je た [ER] EL TUS, – 860 Га 
ARKE] имя пика ZAJJAL NT o [PEM] EMELTOAME, наны a А ATIE. 名 付け て 「 中 性 種 ] 。 あ る い は 、 も し か 
Lio. RUD БВВ О»? (аа?) も し か し た ら 、 事 情 の 一 部 は 、 あ まり に も 長い 生存 に 、 鐘 の 記憶 プロ セス が 耐え られ な く な っ 
た の か も し れ な い 。 人 同 の 記 悦 と は 、 多 分 、30…50 年 ぐら い の 答 涯 を 想 定 し て いる の で は な いか と 思わ れる 。 茎 支 の 場合 、 途 中 で 何 度 か 、 と ん で も な い 状 態 に な っ た と 
思わ れる が 、 少 な く と も 「 ネ ノット スフィア 月 壊 前 ] は 、 何 か 記憶 を 残す 手段 を 取っ て いた と 征 わ れる 。 問題 は 、 今 は それ が 使え な いか 、 は と ん ど 使 えな い 事 だ ろう か - ? 
(Ht БЕШ -2) 『BLAME「」 世界 の ネッ トワ ー ク を 保持 する 基幹 と な っ て いる の が 、 メ カス トラ クチ ャ ー だ 。 ダ ットワーク を 構成 する コン ピュ ー タ ー の 
性 能 が 、 近 依 拘 に は 処理 速度 、 無 眼 大 、 記 憎 容 量 ヽ 押 限 大 と 考え た と し て も 、 ア ブリ ケー ン ョ ン の 処理 計 間 の 問題 は 残る 。 容 量 が 無 暖 に 大 きく 処理 か 無限 に 速く て も 
実際 に は 「 無 限 大 に 限り な く 近 い が 無 貴大 で は みい 」 の で 、 有 有限 の ある 時 間 が 処理 に 必要 に な る 。 結 末 と し て 、 角 か 造 い 一 点 の デー タ を 、 選 か 信 く の 別 の 場所 で ロー 
ド し よう と する と 、「 無 限 」 の 時 間 が 掛か っ て し まう 。 つ まり 、 移 動 の 賠 題 が 最終 的 に 残っ て し まう 。 し か し 、 そ の 状態 で な お か つ コ ン ビ ピュー ター の 処理 が 「 無 陣 」 
と 言え る 訳 は ? メカ スト ラク チャ ー 内 の チッ プ は NN 次 元 に 折り 連 ま れ た 「 仮 想 ] コン ビュ ー タ ー で ハー ドウ ェ ア 的 に は 、 多 分 存在 し な い 。 つ まり 実体 と し て は 
単なる (分子 レベ ル か 原子 レベ ル の サイ ズ の ) ВИБО С. LON Ген] の メモ リー 空間 を 持つ だ けた の だ 。 そ こ に ソフ ト 的 に 「 仮 概 ] され た コン ピュ ー タ 
ー が 組み 込ま れ で いる 。 た だ し 、 そ の まま で は 処理 時 間 が 掛か りす ぎ て 現実 的 で は な い 。 し か し な が ら 、 無 限 個 の チッ ブ か 「 普 列 処理 ] する 事 に よっ て 、 事 実 上 の 舞 記 
に 近い 志度 を 得 て い る 。 問題 は 物理 的 な チップ の 重 預 の 限界 だ が 、 選 これ は 重力 の 制御 で マク リア で き て いる の た る ろ っ 。 【 言 語 基体 】 現在 の イン ター ネッ ト は 、08 と し 
TUN X を 基礎 に し て いる が 、 ネ フト スフィア に も 、 も っ と 達 か に 高度 苔 物 で は ある が 、 な ん ら か の 基本 シス テム は ある と 思わ れる 。 そ れ を 雷 介 と し て 、 テ バイ ス 系 
生物 《 統 冶 局 の 代理 構成 体 、 上 位 セ ンプ ガー ド ・ 盾 幸生 物 AL) は 、 そ れ そ ね れ 独自 の OS を 持ち 、 あ る い は 管理 し て 「 生 き て 」 いる EEDNS. BREMEL-7 
ガー ド の 言語 基体 が 、 基 で 共通 し て いる の は WAM ПЕ] の 過 竹 が クロ ス し て いる た め だ ろ っ 。 それは 身体 的 な 物 に も 及 ゞ が 、OS 的 な 部 分 で は 、 よ り 頼 
で あろ う 。 仮 に 考え て みる と 、 最 初 に セー フ ガ ー ド が [EE] EFN, ML, FERMA NEMA LT (BALT?) 進化 し て いる の か 7? と ころ で 、 人 問 の 
基体 だ が これ に つい て は 当 府 、 デ パイ ス 的 な 処理 は 出来 な い 。 推 助 朋 に つい て の み の 0 S に な る 。 た と えば 、 人 間 の 3 憶 全 部 の バック アッ ブ な ど は 出来 を い ( デ バイ 
ス 系 は で きる よう だ 。 後 述 す る が 、 ン ホ も 出来 て いる ) 。 し か し 、 あ くま で も 人 問 の 場合 は 、 あ る 程度 、 整 理 さ れ た 状態 の 「 個 人 的 に 閲覧 を 他 者 に 許し た 」 デー タ を 、 





































пъмейссюикита дый. DEN, ADOBE, #8. ME (言語 基体 ) っ デー ター ARPA A, срок EED NS oT, ВЕ 
ЖОБ. БЕС TREY ERICA. 【 ジ シボ の 岐 生 、】 ) ン ホ は 、 例 の 「 人 工 端末 適 伝 子 実 喘 | OFF ERM EA Co 8. TOR, ЖОЙ 
КЕСИ. ARMORED IAAT, (ROT ZIE, ESPLENDOR? 一 つの 考え 方 と し て 「 生 電 社 ] кор MEA] OAM. 65 AN 
て は な い киат дА DRS, PO ALO TORA ЙЕ LT. MEKE F— BIEL TUE TINT, AbcckMMERD REG EREM] 5. М 
MEETER EBDE. LIKE N PTAC TH. b AEGRIS CA UE REDE LE, DEY. RT ЕБ АЧС). BODE ГЕ 
tU] の 生体 を (EEMIDAZO) 用 意 し て お き 、 オ ン ラ イン で 繋ぎ っ ば な し に し て お いて 、 危 険 に な っ た ら 切 る 、 と いう 方 法 が 考え られ る 。 こ の 場合 、 慰 の 内 部 は 
十分 笠 岡 を か け て スキ ャ ン し て 、 分 子 レベ ル ま で 同 催 に し て も く の か も し れ な い 。 と は いえ 、 と この 場合 で も 「 量 子 化 ノイ ズ 」 の 弥 害 だ 人 け は 避け られ な い は ず な の で 、 ど 
ん どん テー タ は 劣 牧 し て いく の は 同 寺 いな い 。 も う 一 つ セー フ ガ ー ド と の 激 間 で 、 も う 一 度 死 ん だ 時 の シボ の 状態 た が が 、 ま ず 上 記し た よう に 、 基 本 的 に シホ は テー タダ 
化し や すい 状態 の 人 」 ENT, Но Тас TRET] САЛАОКЕЖАЫҺЗ. THES, RAMICMAFERSKOK, ВЕ ОУП свае Е 
PELEAS LARA 。 し か し 、 こ とこ で は 完全 に テー タ の み の 状 態 た 。 こ と こ で また 商 題 た が 、 は た し て ネッ ト 上 の み で 存在 する 知性 、 と いう の は 可能 を の だ 
うう か ? ずっ と 後に 出 て で くる イコ が いる が 、 あ れ は A | た か らち 状況 が 異な る 。 ま また 、 と に か く 長 詩 門 、 を た だ の デー タ の まま だ と 「 ノ イズ ] で 変質 し て し まう 。 実際 に 
3 変質 し て いる の も 本 来 の 姿 な の た が 、 そ れ を 含め る た め に は 、 あ る 租 の 境内 が 必要 で 、 こ れ が [生体 ] と いう 物 な の だ 。 だ か ら 、 ず っ と 「 予 備 電子 界 」 に いる と 、 
あの 陸 の 統治 局 の よう に 、 な ん だ か 、 身 体 が バラ けた 状態 に な り 、 つ い に は た だ の ノイ ズ に な っ て し まう の か も し れ な い 。 【 づ る の 作っ て いた 物 ] 言語 基体 を 通す 束 
に よる 、 ア ナ ロ グ ー デ ジタル 刀 程 で の テー タ の 変 買 、 ま た 、 細 り 返さ れる 変換 に よる | 明 子 化 ノ イズ 」 の 影響 が 、 人 癌 性 を 変化 させ る と する と 、 そ れ に 対す る 筑 が 考え 
られ る 。 も し か する と 、 づ る の 作っ て いた 「 細 狗 の 保存 」 は 、 こ の あたり が 原点 か な 、 と も 思わ れる 。 あ れ は クロ ー ン 用 の テー タ 保 存 だ と 思う が 、 そ の 本 損 は 「 ア ナ ロ 
グ 」 テ ー 學 保存 な の か も し れ な い 。 東 亜 軍 工 編 の 最後 で シホ が 肉体 を 取り 戻す 時 に は 、 多 分 あの づる の 保存 物 が 活用 され た の だ ろう 。 TEE) メン サー ブ が 行っ た 
容 振 の 防衛 手段 だ が 、 相 当 に 難し い 両 十 を 学ん で いる жў 受け 入れ 側が どう な っ て いる の か 分 か ら な い 。 も し か し た ら 、 そ れ を 考え に いれ ず に 「 転 送 ] し て いる 可 
能 計 すらり ある が 、 い くら な ん で も それ は 物凄く 危 際 過 ぎる 。 転 送 する 対象 が 「 死 ] ん で いい の だ か ら 、 そ れ は それ で アリ な の だ が 、 実 際 と こ に 出現 する の か 分 か ら な い 
の て 危 陣 極まりない 。 も し も 、 物 体 の 中 に 物体 が 転送 ぐれ れ は 「 械 融合 | た 。 束 亜 当 工 編 の 最後 は 、 ま さ に これ が 起こ と っ て し まっ た 訳 で ある 。 従 っ て 、 本 来 は 移動 先 が 
7,5) と 考え られ る 。 だ が 、 も う シ ステ ム そ の も の が 狂っ て いて 、 黄 玄 は 別 な 場所 に 出 た の だ ろう 。 出 た 場所 は 、 一 種 の 「 特 異 点 ] の よう な 場所 だ と 考え られ る 。 
(BAP) 圭 力 子 は 自力 を 鍵 介 する 構成 要素 だ が 、 単 独 と し て の カカ が 非常 に 翌 い 。 光 より 遥か に 小さ い 力 な の で 、 例 えば レー ザー の よう な 物 が 出来 て も 、 あ まり 有効 
は な い (だ か ら と いっ て 不可 能 で は な い 。 重力 子 を 利用 し 、 他 の 系 粒子 を 崩壊 させ て エネ ルギー を 取り 出す 、 と いっ た 手段 も 可能 性 が ある ) AT, TOBAFEWS, 
は 手 め て 簡 い が 、 し か し 、 カ の 及ぶ 範囲 は 無限 大 と い う 特 性 を 持つ モノ で 、「 炉 ] と いっ た エキ ルギー 源 を 作る に は どう すれ ば よい か ? ここ に 、 ひ と つの 可能 性 が 
あぁ る よう だ 。 実 は [BLAME] 作 中 に 拉 か れ た 「 宇 力 炉 ] に は 、 ニ ュー トラ リー プ ら し い マ ー ク が 付い て いる 。 ニ ュー トラ リー ノ と は 、 こ の 宇 室 の 構成 要素 の 痢 90 
5 以上 を 占め る と 考え られ 、 な も か つ そ の 存在 を 、 容 易 に 兆 識 で き な い 晴 昧 物質 (ター クマ ター) の 構成 要素 と 考え られ て いろ る 物 だ 。 今 現在 世界 各 夫 の 科学 研究 施設 
そそ の 松 出 実験 が 盛ん に 行わ れ て いる 素 粒 子 ・ ニ ラリ ー ノ は 、 電 気 的 に 中 陸 な た め 、 ほ どん ど ま っ た く 自 禁 に 干 産 し な い 。 し か し 、 沼 時 は 他 を 圧し て 臣 大 の で 、 
挫 対 に 王 カ 的 に は 影響 を 異 ける は ず だ と 思わ れる 。 仮 に そっ だ と する と 、 重 力 子 を 利用 で きる の で は な い だ ろ うか ? 相互 作用 が 統 移出 来れ ば 、 そ れ を 利用 し て 、 大 字 
宙 の 存在 その も の か ら エ ネル ギー を 引き 出す 可能 性 が 出 て くる 。 つ まり 、 重 力 で 「 場 ] EEY, Ubit [AE] O [PR] を 形成 し て 、 ダ ー ク マタ ー の 「 流 れ ] е Га 
RI を 回 し て 力 を 揚 る の だ 。 重く て 動か な い ダ ー ク マタ ー 力 中 を 、 太 陽 系 は 超 高 地 で 走っ て いる 状態 、 と 考え られ る の で 、 ホ ン の 少し 「 局 車 ] を 回 し て も 、 多 分 、 全 く 
Batu, (BARORKI тов) ЖОЛАН [BERE] に 安定 し た 場所 を 必要 と する 。 が 、 東 芽生 工 の 周囲 に 取り つい た 「 建 役者 ]」 に よる 無 作 為 な 都市 化 
DERT, 15] PRL TLE 安定 か 失わ れ て し まっ た 。 場 の 安定 を 保つ た め に 、 動 力 炉 を 極 根 まで 稼働 し て 、 無 理 に 「 場 ] EEL сво, RART 
いる 。 すでに [3] の 安定 を 保つ ま が 不可 能 に な り 、 [時 空 」 が 重要 し て し まっ て いる 。 さ ら に fh50 [ER] POE HIT. IM EMT SO DE 
ぶっ て いる 。 も うす ぐ 空 間 そ の も の か 基壇 し て し まう 。 と の 状態 を 復旧 する た め に は 、 一 度 「 炉 ] を 停止 し 、 詩 空 を 戻し て 、「 再 起動 ] する 必要 が ある 。 重力 炉 の 本 体 
は 愛 力 子 で 出来 た 「 届 根 証 ] な の だ が 、 こ れ に は 、 い か な る 物体 も 千 注 で き な い 。 が 、 た だ ー つ 、 革 力 子 放射 線 対 出 半 証 だ け は 、 一 時 的 に 「 測 根 」 に 「 穴 」 を 開け られ 
STRESS. AU-ERMTESSES OF. ЗОН. REM FA] が 停止 する の で 、 機 能 が リセ ッ ト さ れる 可能 性 が 高い 。 た だ し 炉 が 停止 する と 、 そ の 則 に い 
SETHAL TH [ER] が ほぐれ て し まい 、 そ の 反動 で 何 が 起こ る か 見 当 も つか な い (実際 に は 、 一 気 に エ ネル キー を 失っ て 、 い わ ば 「 世 界 が 一 一 空 問 的 ・ 時 間 
MAYO) 状態 に な っ て し まっ た … 7), ЖЕ, ERDEINERBT, FORA cH. E ERO, [RMA] な 状態 に な っ て し まっ た よ 
うだ 。 【 重 力 子 放射線 射出 装置 、 第 3 仮説 〕 重力 子 は ヒー ム に し て も 、 あ まり 力 が な い 。 で は 、 重 力 子 散 射 線 射 出 装置 の 強大 な 力 は 何 か ら 来る の か ? 重力 炉 と 同じ 
で 、「 ダ ー ク タマ ター」 を 提 介 し て いる の か も し れ な い 。 あ れ は 、 一 種 の 場 の 大庄 で 、 形 成 され た 場 に 一 気 に 地 量 の ダー クマ ター の 干 法 が 起き 、 そ の 巨大 な 質量 の 履 発 的 
増加 で 、 物 は な ん で も 斑 載 まれ る 。 い わ ば 、 坦 の 属性 を 変え る 「 放 射 装置 ] な の か ? [FBLAMEJ 仮説 】 オリ プ ナ ル 『BLAMEI (ЕЛЕР) і, HR 
生物 の 元祖 と 思わ れる 生体 へ の 、 ジ ャ ッ ク イ ン を 拉 い て いる 。 実 本 の と ころ 、 今 の 科学 か ら 考 えて 、 電 子 操 体 へ の ジャ ッ ラク イン ーー それ に 件 う 意 騰 の 移行 は 、 き っ と 
ByECGCXE 52225. Mk, AMO TEM) TER ¢ [імю аце) дзеве, LOREZ 4 HEED BS > НАИС АНА 5с 
Во. [BLAME] fi, HER THOR о BEM TARA. SEATO & [REMI で は 、 電 子 化 は 自明 の 事 と し て 描か れ 、 そ れ を 
する か し な いか は 「 モ ラル 』 の 間 題 に され て いる 。「 順 列 都 市] で も 、 自 明 た が 、 電 子 化 さ きれ た 「 コ ピー」 を 和 角 甘 と 同じ 速度 で 動か す に せ は 計 算 迷 度 の 占有 が 必要 で 、 つ 
まり は 電子 化 さ れ た 個性 か 持て る か どっ か は 、 ア メニ ティ ー を 含め て 、 全 大 第 と し て 描か れ て いる 。 [BLAMEI] で は 、 ほ と ん ど 自 由 に 個性 の 電子 化 が 可能 な よう に 推 
か れ て いる が 、 ア メニ ティ ー は 完全 に 「 ネ ッ ト ス フィ ア 」 に 依存 し て いて 、 そ れ が な い 限 り 、 た だ 無根 の 無 意 味 な 「 生 | と 化す 危険 な 選択 に な っ て いる 。 [INO] 
SE』 仮説 1) こと で 、 な ぜ ネ ッ ト ス フィ ア 以 外 が 「 ヤ バ い 」 場所 一 一 カオ ス に な っ た か ? OREZ, ERE 6L 擬 体 に フ ャ ッ ク イン 出来 る よう に な 
ぅ た と し て (「NO1SE」 の 教団 が それ を 可能 に し て ) その 知識 か が 一般 化し た 革 、 な に が 起き る か と 言う と 「 軍 事 利 用 ] が まず 考え られ る 。 死 な な い 、 メ ン テ ナン スズ 
可能 な 「 戦 士 擬 体 ] が 出来 れ は 、 これ に 勝る 兵力 は 考え られ な い 。 紙 対 、 軍 まま 利用 する に 決ま っ て いる 。 反 対 勢 力も 当 庄 だ が 同じ 事 を する 。 で NXwmuysmes. 
どん な 状況 下 に な る の か 考え る 事 も 予想 も 出来 な い が 、 と に か く 「 ネ フト 世界 」 が 荒れ 果て て で て 、 カ オス と 化す ーー の だ ろう か ? (іо. 2) REET NDE 
で 、 シ ボ は 殺さ れ た 障 間 に 、 い と も あっ さり 予 人 電子 界 に 「 転 生 ] し た わけ だ が 、 き っ と これ は 蹴 に で も 出来 る 事 で は な い 。 も し あん な 感じ で 、 み ん な 電子 体 で 学 か みん 
で いっ て た ら . 綺 塞 に つい て の 冗 話 で は な い が 、 人 の 窟 誰 で すぐ に 予 億 電子 界 は 埋まっ て し まう だ ろう 。 こ れ は つま り 、 デ ー タ と し て の 人 問 の 意識 を 「 ロ ー ド 」 する 「 ソ 
フト ウェ アプ ログ ラム 』 が 別に あっ て 、 そ れ が 作動 し て いる と 考え る べき だ ろう 。 つ まり 、 い つの 間 に か シボ に は 、 室 子 界 で 価 性 デー タ を ロー ド で きる アプ リ ケ ー シ 
ョ ン が 付記 し て いた 、 と いう 吾 た 。 な ん で 、 そ うな っ た か は 仮 培 と し て 二 つ 考 えら れ る 。① 得 去 の 言語 基体 を コピ ー し た 時 -obo TL Eo A (OIR?) 。 
の 午 設 者 と リン クタ 中 だ っ た の で 、 そ の 影響 。 ま た は 、 上 記 二 つの 要素 の 祝 合 。 と うい っ た アプ リ 付 き の 個性 を も っ た 人 間 は 、 い ざと な れ ぼ デー タ 汰 能 で の 生 も 可能 な 
わけ か も ・ いわ ば 生身 (と は も っ 言わ か いか も し れ な いか …ー) な の に 、 統 容 局 、 セ ー フ ガー ド 的 な 存在 形態 と いえ る か も し れ な い 。 【『NOi SEM Ш. 2) 
と ころ で 、 閑 され た クロ ー サ ー だ が 、 彼 の 何 が 『 教 固 」 に 利用 され た の だ ろう ? と に か く 、 デ ー タ 化 さ れ た の だ か ら 実 験 た っ た の か ? も し 、 ク ロー サー の 個性 の 笠 
分 か が デー タ 化 され た と し て 、 当 禁 、 そ こ に は アプ リ は な い の だ か ら 、1P 空間 ( 予 民 電子 界 …… と は まだ 呼ば れ て いな い 7) に デー タ が 散乱 し て し まっ て いて 、 そ れ 
こそ ノイ ズ に な っ て し まっ た だ ろう 。 と ころ で 、 あ の 結 の いる 世界 で 、 仮 に ウィ リア ム 、 ギ ブス ン の 短 績 [ 冬 の マー ケッ ト [| (IO ARES 所 報 ) の 女 ミ ュー ジ シ 
ャ ン 、 リ ー ゼ みた い に 、 個 性 を デー タ に 載っ け て し まう 人 射 が いた と し た ら 、 こ れ は どう な る の か ? ネッ ト の 外側 (基底 現 寄 側 ) に ハー ド が 必要 だ が 、 と りあ ぁ え ず ロ 
ー ド は 可能 だ ろう 。 そ の よう な 人 物 O) 5, [Em] に な れ そ うな 気 が す る 。 【 人 工 端末 遺伝 子 実 険 】 生 軍 桂 の ン ホ が 自己 流 で ネッ ト 端 未 道 伝 子 を 作っ た 実験 迷 
備 は 超 万 大 だ っ た が 、 な ぜ だ ろう か ? さき ほど も 記し た が 、 も し 適当 な アブ リ を 持っ て いな いと 電子 界 で は 個 住 は デー タ 化し て 存在 で き な い よう に 思う WAR 
プリ その も の は 、 当 鍛 ネ ノット スフィア の 0 8 に 合致 し て いる の で 、 そ れ か あれ ば 、 す ご どく プ ログ ラム と し て 小さ く で きる 。 チ ッ プ レベ ル か 、 そ れ 以 下 だ と 思う 。 が 、 も 
し 適当 を アブ プリ の 種類 も 、 そ れ ど ころ か プロ グラ ム を ロー ド す る 環境 と し て の ハー ドウ ェ ア の 種類 すら も 不明 な 状況 だ と 、 ど うな る か ? これ は 、 何 だ カ 分 か ら な い ゲ 
ー ム の セー ブ デ ー タ だ けが あっ て 、 何 の ゲー ム か 、 い や ハー ド の 種類 すら 分 か らち ら な い 、 と いっ だ 状況 に 例え らち れる と 思っ 。 し か も 、 ゲ ー ム は リア ル タ イ ム で 進行 する 事 
だ け は 分 か っ て いる の だ 。 な に し ろ 、 ど ん な 剖 を し て も 、 こ の セー ブ デ ー タ を ロー ド し な けれ ば な ら な いと し た ら ど うす る か と 言う と 、 既 存 の ゲー ム 機 種 を 全部 拉 え で て 、 
さら に それ ら に つい て の あら ゆる ゲー ム ソ フ ト も 揃え 、 そ れ ら を 全部 いつ で も どれ に で も 切り 奉 え られ る 状況 を 作っ て 、 と に か く ロ ー ド する 以外 な いわ け だ 。 あ の 時 の 
シボ は 、 そ ん な 析 況 の 設備 を 作ら な けれ ば な ら な か っ た の で 、 あ の よう な 巨大 な 黄 民 に な っ て し まっ た の だ る ろう 。 つ いで に 言う と Xv AZA4TODAN-— FIAS 
に 備え を ち れ て いた の で 、 あ の 場所 に 設置 し た の だ と 考え られ 名 。 (ЖЕЗТОВВ/МЛ. HEN кто яі, TA. EEN. SEEMS 
組 か い 動き は 、 重 カセ イ バ ー BAO [MIR] を 広げ て 、 ダ ー ク マタ ー と の 抵抗 を 利用 する 、 い わ は 相 毅 の よう な も の ) ALT, BERENT [ERR] CA 
を 開け て 「 ワ ー ム ホー ル 」 を 作り 出し て 「 ワ ー プ 」 35 [нш]. (ARE LOME/ BN] ABACO NAS [REFI] が 、 何 か 未知 の 目的 の た め 
Каб р DER EA]. 。 だ が 、 目 的 地 に 到達 する 選 か 以前 に (あるいは 目的 を 果たし た 後 で ?} MA MEDIO FAME] が 起こ り 、 出 発 点 近く の 場所 に 
扉 っ て し まっ た 。 こ の 時 、 人 問 同 士 の 評 い に 手 が 出せ な い 管 理 A 【 は 、 一 緒 に 賜 居 状態 に 階 っ て し まっ た 【〔 こ の こと か らち 、 こ の 船 が 、A 1T を OS の イン ター フェ イス だ 
О, BEY NBA С E TERA] ВИС з Зэ жи о CUE, MK BUH KG а лежа 5), 2B, ED 
も の が 「 末 完成 ] の ワー ム ホ ー ル ・ エ ン 多 ン 到 び 「 転 送 」 に 上 る 予期 せ ぬ 効果 の 結果 な の か も し れ な い 。 ワ ー ム ホー ル 航 法 で 一 気 に 戻 っ た 地点 は 、 な ん と 「 階 層 都 市 」 
OMAK ot, [な ぜ 、 あ の 位置 で 回 定 さ れ た の か ?「 統 治 崩 と の 協定 」 と は ? ] 破壊 まれ た 都市 に ほ は 、 あ まり 人 口 は 多く な か っ た と 思わ れる (boot. BE 
алтар). WEDER, НУ SMH Att, REE LOMA (баю, ABRAS. fes MARE] を 付与 され て いる 前 時 代 の 
人 惣 で ある 艇 坦 A【 と 、 す で に 機械 約 ・ 機 能 的 な 単なる OS 化し て いる 「 完 全 論理 」 の 統治 局 の 向 て は 、 と くに 東 更 重工 内 に 生き 残っ た 人 同 の 処 各 に つい て の 合意 が 出 
来 な い 。 な ぜ か と いう と [OFFEROR] Ф [HAL] ERRE, SAARA 上 に は 絶対 絢 な 優先 命 今 「 能 内 の 人 員 の 生命 保護 を 最 便 先 し ろ 」 が 与え られ て いる が 、 
控 治 局 に は 、 も っ そう いっ た 矛盾 が 記 こ り そ う な 「 命 令 』 の 類 は な い 。 た だ 、 円 為 な シス テム の 運用 だ けが 至上 命令 に な っ で て いる か ら だ 。 か くし て 、 両 者 の 馬 し 合い は 
WAREN вена во WE] が 結ば れる 。「 協 定 ] の 内 容 せ ① 東 亜 凍 工 は 、 恒 力 揉 作 を し な い 。 つ まり 、 そ の 場 で の 「 世 界 線 」 OFILE LEU, Олий 
の 化 償 と し て 、 読 癌 局 は 、 東 章 画 工 を 冶 外 法 権 と みな す 。 つ まり 、 ネ ッ ト ス フィ ア か ら 切 り 刻 す 。③ 東 亜 午 工 か ら 、 自 ら の 意志 で 出 た 入 問 を 、 統治 局 は すす ん で 保護 す 
2, [BE] оған MAMI ИНСН Б EU Ro А АПИА I と 共に 、 内 部 で 暮らし 続け て いた 。 ROHS Me] ROMEO. AI 
は 動き が 、 さ ら に と れ な く な る 、 ま ず 、 齋 行 用 の 過大 な 出力 の 「 重 力 坊 | が 時 走 し 始め 、 中 の 世界 様 に 異常 が 発生 し て いく 。 さ ら に 、 訪 閣 局 と は 独立 し た 勢力 で ある ПЕЕ 
ECM) が 侵 四 を 凍 始 し 、 同 じ く 半 波 立 勢力 で ある 「 セ ー フ カー ド 」 が 介入 を 始め る 。 そ し て MEDE ENA 複数 の 矛盾 し た 命令 に よる 論理 誠 乱 か ら 、 
DERIO IBERIA | b, ОБОО THX (ЕМА | は 、 当 初 は 区 面 毎 に 19 個 用 意 さ れ て いた ) 。 [メン サー プ 、 中 央 AT] メン サ 
“TAR 最初 期 に 狂っ た A [で 、 す で に 特定 個人 に し か すぎ な い は す の セ ウ を 「 最 保 先 」 に 考え て いる 。 姓 い 始め た 他 の A ORTE, KUBER SET RHAN 
に 、 他 の A 【 か ら の 接触 を 禁じ られ る (除名 され る ) 。 残 っ た A1 の うち 、 い くつ か は 鞭 素 生物 達 に 破壊 され て し まう 。 最後 に 残っ た AT が 集合 し て 「 申 央 Al」 に な 
зё (Га ўт] の 「 マ ギ 」 や ヤ 『 ハ イベ リオ ン ] OO c 5t. 複数 の 細 主 回 牙 に な っ て 発狂 を 防 ご うと し て いる か 完全 に 枝 能 は し て いな い ) 。 [шанс 
の シボ ] PRA Lik ШЛЕ. 移動 を 考え て いる が 、 な に より 恒 力 妨 異 常 が 続い て いて は 「 上 転送 』 が 不可 能 。 そ こ に 、 何 百年 来 の 変化 が 起こ る 。 充 雪 と シボ の 侵 









































入 て ある 。 実 は 中 央 A {は 、 す で に 一 度 (あるいは 何 度 か ?) BARREL IE LT [585] OHA EBC ELT LETS Шубон 
し て 、 世 界 線 を 複数 絡ま せ て し まっ て いた の だ . P 基 に な る 世界 線 の 著 然 性 テー タ が REBLADAMICL SME TH, AREA Геза CEL 
で いな い の だ っ た 。 そ の た め いた すら に 混乱 か 増し て いっ だ っ た (そもそも 、 現 在 の 束 亜 重工 の 危機 を 排 降 し よう と し て 、 最 初 の 1 回 が 行わ れ ANTENA 
異常 が 発生 し て し まっ た の か も し れ な い ?) Фо. 新た な デー タ が 現れ た 。 で シン ボ の 世界 株 を いじ っ て みる 事 に な っ た 。 し か し な が ら kbp EARS 
-HREH AS. 中 央 AI は TO-ROBE CL НА ж? (BE? ОИ ЉОИ. EICHAANM?) レベ ル 9 に 完 訂 な きま で に や られ た 紛 去 
が LOGS TRALI? そし て UAR] の 診 大 な エネ ルギー は どこ に 省 え た の か ? CORI, BEDEK (7) に 係わる 大 き な 要 素 が 見 え 
隠れ し て いる 。 ます 可能 性 と し て 内 えら れる の は 、 例 の 「 ン ステ ム の 密 使 ] の 事 。 こ こ で 先 に 、 基 本 的 に あの 復活 か か な り 異 堂 な 状 況 な の を 確 08 し た い 。 あ の 堤 所 は 
[ARAMA EADE | で 、 統 治 局 は 機能 し て いな い 。 RA TX DEES | ВЕ Той АЮ. tf КАФ. WHEY TAL ME DP ok 
よう な ダウ ン ロ ー ド 染 政 り は 不可 能 。 す る と 、 識 支 は 、 ど う や っ て どこ か ら 心 身 の 基本 テー タ を 引っ 張っ て き て エイ ルギー を 短 て 、 復 造 し た の だ ろう ? AEL, T 
コ が 説明 し て いる よう に 「 超 柚 造 体 に は ネン マト スフィア の ハー ドウ ェ ア が 埋 電 され て いる 」 COREL, Моту – HOMES NAT 40 [85] An 
PEU INAT ARTO 機能 は 万 全 で な く て も 作動 は し 続け て いる よう な の で 、 要 する に この 世界 に は BIOS の レベ ル が ある ? ZE イコ も 「 ン ス 
TA] と いう 言葉 を 使っ て いる 。 TA AO BE] E 予備 電子 條 に 主流 する 午 治 局 の 代理 構成 体 が 、 い まわ の きわ に 和 皆 け た 言葉 だ 。「 茎 畜 は 、 セ ー フ カー ド 以 前 
DAF LORE] BEDE (7) を 告げ る 唯一 の 重要 な 言葉 。 つ まり 、 毅 友 は 、 そ の 「 ン レン ステム] レベ ル に 何 か 関係 し て いる の か ? 2x9. ЗОЖ AS 
か の 手段 で 、 シ ステ ム そ の も の に デー タン エネ ルギー を 戻し 、 か つ 得 て 、 復 元 し た の た ろう か з も し そう な ら 、 ま さ に 、 不 死 身 7? MARDENERLAN 
る の も 当 妹 と いえ る 。 そ うだ と する と | 並列 敬 軍 槽 群 ] で の 四 力 引き 出し は その 埋め 合わ せな の た ろう 。 エ ネル ギー と 物質 は 相互 作用 する 、 基 本 的 に は 同じ モノ な の で 、 
あれ ほど の 電力 を 用 支 の 身体 内 に 殖 め る の は 物 百 的 に 不可 能 。 肥 衣 の 身体 を 通し て 、 と に か くど と か に 消え て いる の ば 則 違 いな い の だ か ら 。 (重力 子 放射 線 射 出 装 置 ・ 
3R240L/S5—UGR RAMAS) イコ が 呼ぶ 「 重 力 子 放射 株 射出 装置 ] の 名 前 だ が 、 き っ と 本 来 の 名 前 は 。 こっ ちな の た ろう 。 IET] и. REMC Soe 
寺社 の 人 同 が 呼ん た 名 な の で 、 こ れ は 機能 を 表す 名 な の だ と 思わ れろ 。 つ まり 「 第 一 種 若 界 不 則 兵 器 」 УИЖОЖОЖЖФ [H] T БОЛТЫН то. T 
の 銃 の 機能 を 表し て いる の だ 。 で は 、「 了 臨界 ]」 か 「 不 測 ] に な る 「 兵 器 ] と は 、 ど うい う 全 味 な の だ ろう か 7? 注 念 し な けれ は いけ な い の は 、 こ れ を 使用 し た (持っ て 
vue) Ol, BR サナ カン ALT, YALE [it] し た 大 疾 王 だ け だ 、 と いう 事 で ある 。 こ の 理由 と し て は [BLAME] Фа, (падае 
RÜSTVABESHIUFTERE) СЕНЕ SRM) [ 続 治 局 の 管理 を 外さ きれ た 東亜 重工 } (SAAR) 【 レ ベル 9 に ぶっ 壊さ れ た 階層 】 Б. а 
局 や セー フカ ー ド が 十分 に 棋 能 し て いな い だ ろ う 場 所 ば か りな の で но ГЕНІ に 出会わ な か っ た と いう 可能 仁 が 考え られ る 。 が 、 セ ー フ カー ト は 年 能 な な 指揮 者 と 
は 思え ず 、 ま た 、 最 後 の 万 全 状 態 の サナ カン 対 球 率 生物 の 本 拠 の フー ン で も サナ カン が 使用 し た の は 茜 圧 解 隆 し た 凌 だ し 、 そ の サナ カン を 襲っ た め に ダウ ン ロ ー ド さ 
せ た 上 位 禄 筆 系 が 、 火 力 ・ 威 力 で は 圧倒 は し な か っ た 事 を 考え て も 、 霧 支 の 銃 こ そ か 、 こ の 世界 最強 の 兵器 だ と 思わ れる 。 そ ん な モノ を KETI UTANG 
っ て いた の か 7? やはり BENE AIO AMRD LSI, PI) Год LORE] Ko ? KROME RS, MER] [PA] ваз [Rae] と 
は 、 ど うい う 人 意味 か ? CORA EY, RRA LIMA RR С 太陽系 レベ ル の サイ ズ が あり 、 そ の 中 全体 に 1 気圧 の 時 吸 可能 な 大 気 が 充 満 し 、 重 
カカ が 一 定 し て いる 。 そ ん な 状況 を 自然 の まま で 生み 出す の は 物 東 的 に 不可 能 な の で 、 な ん ら か の 手段 で コン トロ ー ル し て いろ 。 当 然 だ が 、 最 大 の 改造 は 午 カ コン トロ ー 
ル で 、 き っ と 青樹 造 体 の 中 に 制御 装置 が ある の だ ろう 。 も し も 書 旋 コ ント ロー ル が 破綻 する と 、 そ の 明 癌 に 菌 居 自 体 が 月 域 する 可能 性 すら 愛 え られ る 。 と いう 事 で 
[RTA] で は な い の か 7? BADHE, BAIL HO 10880 [HAF] Ф [HR] è Df] LT, BD ГЕЛІ ASSET [ЖА] な 状況 を 作り 
HLTLEIKEN [RE] な の だ 。 ALDIE HEERLENSE EG B EUR TLE 局所 的 に 崩壊 させ る の だ ろう 。 ご ん な 物 を 、 あ っ ちこ っ ち で パ 
ン バ パン 忠 た れ て は 、 世 界 か 危な い の で 持ち 手 は ば 制 華 され る に 雇 ま っ て いる 。 サ ナカ ン は 、 そ ん な 物 を 任せ られ る 特殊 な 「 上 位 ] 存在 な の だ ろう 。 だからこそ Деве 
5. RE млн апама: “т?  【 非 公式 階層 の 謎 ・1 プ 6780 和 キロ 、800 時 間 ] HAREE EET CUI EEBGS TRO EE E, BATADO 
要 詩 間 。 ち な み に 、 地 球 の 半径 が 約 6400 キ ロ 。800 時 同 は 、33 日 半 。 こ の 情報 を 、 惨 支 と ン ボ は 何 の 感 各 も な く 受 け 入れ て いる 。 が 、 ン ホ と いえ ば 「 生 電 社 」 Co 
られ た 環境 に いた と は いえ ER [EE] を 片 けた ぐら い の 吉 構 造 体 の 専門 家 で ある 。 変 に 選 わ な い 沢 は な い 。 変 で すね 、 こ れ 。 だ っ て 、 赴 構造 体 の 素材 が 、 そ も そ 
も 惑 星 を 解 件 し た モノ に よっ て いる の だ か ら 感 足 の 径 と 同 し 硫 さ の 超 構 造 体 は 造れ な い (ノン ボ は | 太陽系 ] と いっ た 概念 は 知ら ちな か っ た 可能 性 も ある が 、 多 分 、 何 ら 
か の 知識 は 得 て い た と 中 う )。33 日 と いう 時 向 に し て も 、 宰 支 も シボ も いち も う は 有 要 体 な の で 、 こ れ ほ と の 時 間 は 堪え に くい と 還 う が 、 そ の 柴 振 り も な い 。 で 、 一 番 
考え られ る の は 、 実 は こん な に 「 厚 さ 」 は な く 時 則 も 掛か っ て いな か っ た 、 と いう こと 。 で は 、 あ の アナ ウン スト 、 茎 衣 と ン ボ は 何で 王 反 応 だ っ を た のか? で. 考え 
られ る の は 、 ぼ ら っ ファ イル の コピ ー な ん か し よう と し た 時 、 了 時 々 、 残 り 謗 間 か 異常 か 数 仁 に か な る 所 か ある じゃ か いで すか 。 す ぐに 千 減 し た リ し て 。 あ れ と 同じ で 、 
Ге どう せ 」 と 気 に し な か っ た の で は な い の か ? で は な せ あん な 実 常 数値 か 呈示 され た の か ? 部 構造 体 の 中 で ンス テム に 固 常 か 起き る よう な な 何 か が あっ て 、 
それ を 薄々 牙 し て いた 2 と いっ 事 は 、 つ まり 時 間 の 異常 が 起き て いる 7 BA RAITCL A, тытана AKORDA! MABE. алаң 
終 、 コ ント ロー ル し た 形 で 建設 者 に よる 空 問 拡 大 を 把握 し 、 推 し 進め て いた 。 し か し DARLA 2k. LATA ARO о wATAO ГТ] DERDE 
Клод, RED? BU LAS, АВ созін その 中 の 人 類 グ PC の 科学 識 設 を 加え る 現象 が 、 起 こっ て し まっ た の か も し れ な い 。 拡 張 さ れ た 趙 構 造 体 の 
UE RESELL BERNARDIN EER, 重力 と 空間 の 歪み か ら 時 則 に 干渉 する 上 うな 異常 が 起こ と っ た ? ンス テム の 時 村 は 本 来 は 統一 され て いる 
DE, BAPE талент Fe SRA ВОО. ВАЛ, Вос CAA, ФАВК. DEI Нели 
事 が 分 か っ た 陸 に は スト テッ ブ を か ける 事 も 不可 能 に な っ て いた 。 こ れこ そ が 、 実 は 世界 の 混乱 の 主要 因 な の で は 7 【 個 性 に つい て ・ 第 2 項 プ サナ カン ] ам 
し た (ВАН?) 薄 の サナ カン に は 確実 に 「 個 性 ] が 備わっ て いる 。 し か し な が ら 、 サ ナカ ン に 最初 か ら あ の よう か 個性 が あっ た か は 疑問 で また 、 上 位 セ ー フ ガー ド 
と し て あの よう な スペ ッ ク が 本 来 誠 待 され で いた と も 思え な い 。 上 位 セ ー ブ ガ ー ド の 持つ 「 個 性 ] (意識 ) は 、 い わ 了 ゆる 人 工 知性 問題 で の チ リン タテ スト は 軽 
く ク リア 出来 る と 思わ れる が 、 逆 に 言う と 「 そ の 答 度 ] で 、 本 来 的 に 自律 的 個性 を 持た せる た め の 物 と は 思え な い 。 何 の た め に 上 位 セ ー フ ガー ド に 個性 が 備わっ て いる 
о», EDE, Пеле ГАНЕ] 戦 用 だ 。 だ いた い 、 球 素 生 物 っ て 、 元 は 人 間 で ある に し て も 合理 的 行動 を し なさ 過ぎ | xdokTor ARA 
個体 で は な いと し て も と に か く 超 人 門 的 で あん な に 勝手 だ と 、 と て も 所 械 的 な A {だ と 相手 は 無理 。 だ か ら 、 い わ ゆ る 不法 アク セス する 普通 の 人 問 に は 上 骸 降 系 で 対 
応 し て いた の が 、 と て も 斑 葵 生物 に は 手 が 負 えな く て 、 個 性 付き の 上 位 セ ー フ カー ド を 用 尊し た の た と 思わ れる 。 で も 本 来 の スペ レク で は 、 最 初 に 出現 し た 時 の サナ 
カン と か 、 実 は 、 上 位 セ ー フ ガー ト ら し い LOG 4 の 謎 の 少年 (?) ぐら い の 「 個 性 ] だ と 思う 。 で は 。 な せ 、 サ ナカ ン は 。 最期 に は あん な に な っ て し まっ た の か 7 と 
ころ で 、 明 ら か に セー フカ ー ド で あり な が ら 、 物 着く 「 個 人 的 ] な キャ ラク ター が 、 fbi. [BLAMEI] に は 登場 し て ます ね 。 は い 、 ド モチ ェ フ スキ ー と イコ で すず 1 
この 二 人 に つい て は 、「BLAME「』 CHART TO オリ プン が 一 応 、 描 か れ て ます 。LOG 43 で 、 二 人 が 「 了 臨時 セー フカ ガード 」 と し て 「 生 成 ] され た 状況 か 描か 
れ て いま す が покои [REF] © [RBA A] КЕНӘ TET. その 様子 は 、 ド モチ ェ フ スキ ー の 回 想 と し て 描か れ て いる の で 二 人 と も 現状 の 個 仁 を 
持っ て いる よう で す が 、 実 際 は 違っ た か も し れ ま せん ね 。 と に か く 拉 紅 いな く 、 ド モチ ェ フ スキ ー と イコ は 、 い わ ゆ る A 1 で 、 対 球 素 生物 問題 が 起こ っ た 特 、 ネ ッ ト ス 
フィ ア に 団 が ら な い 状 多 で 、 と りあ え ず 自動 的 に セー フ ガ ー ド の 保安 携 構 と し て 甘 動 する よう に 共 計 され で 生まれ (7) た の だ ろう 。 ネ ノ ト に 繋が ら な い 、 と は 現在 の 
PC で 門 像 する な ち 、 い わ ば イン ター ネッ ト 扱 穂 や L AN 接続 され て いな い 状 況 で 、 そ こ ウザ ・ ノ フト は あっ て も 擬 能 で きす 、 ウ イル ス ・ チ ェ ノッ カー の 更新 も 出 
Жағы それ で も ノ フ ト や デー タ 経 申 で ウイ ルス ( 逢 素 生物 ) は や っ て 来る 、 と いう 感じ だ ろう か ? T MAETARUTRAEN Hide? 250 年 以上 ? 
イコ が 身体 を 失っ て いる の は 実に Al 的 で は あり ます ね 。 多 分 十分 8 電力 が あれ は 実 全 に な れる の だ と 思っ 。 まあ 、 そ れ と も 。 実体 た っ た 時 の 基本 テー タ も 失わ 
れ て 、 或 い は 損なわ れ て いて 、 も う 、 デ ー タ と し て し か 存在 出来 を い の か も し れ な いか ? と に が か がく 実体 な し で も 個性 を 保っ て いる の が どっ も 生物 的 で は な く 、 い か 
に も A | っ ぱい 。 に も か か わら ず 。 も の 二 人 は まる で 人 間 の よう な 「 個 性 ]」 が ある 。 こ れ に つい て は 疲 す る に あん まり 個性 付き で いた 時 間 か 長い の て 、「 人 人 間 に な 
っ ちゃ っ た 」 の だ と 思う 。 す ご く よ く 出 来 た 「 個 性 」 プロ グラ ム を 延々 と 動か し て いた ら 、 人 間 に な っ ちゃ っ た ん だ と ・…・。 す る と サナ カン に も 「 そ れ 」 が 起こ っ た 
ん じゃ な か な い の か 1? сала НЕЗ. есь EBE] が 個性 付き に な っ で く 周 得 と か で 描か れ で いま すし ね 。 元々 комы ПА] た の が 多分 、 
訓 の 時 、 シ ボ と 共生 し た 10 年 が 効い て る ん じゃ な いか が な? や っ と ン ボ か ら 身 体 を 取り 戻し も 。 ン ボ に 影響 され た 事 も あっ て 通常 の 上 位 セ ー フ ガー ト と は 造 う レ 
ベル の パー ソナ リティ ー を 得 て し ま っ た 。 で 組 灯 と し て の セー フ ガ ー ド か ら は お 払い 狙 に され ちゃ っ た 。 一 種 の オー バー スペ ラク で 紗季 な いと 判断 され た の で し ょ 
う 。 ス イノ テ か 切ら れる た け だ か ら 劇 っ て る よう な も の で 別に サナ カー 個人 と し て は 痛く も 痺 くも な か っ た で し ょ う 。 と ころ が 、 統 治 局 に 呼び 出さ きれ た 。 和 狂っ た レ 
ベル 9 の 探索 用 と し て 。 レ ペル 9 に は 、 シ ず の パー ソナ リティ ー が 残っ て いる の で 合理 的 行動 か 出来 な いし 、 た だ の セー ブフ ガー ド で は 相手 か 悪かっ た し -。 だ いた い セ ー フ 
ガー ド の ンス テム で は 同属 の 捜索 と か 彼 二 と か は 難し か っ た の か も し れ な い 。 で 、 十 分 以上 に こなれ ちゃ っ て る サナ カン に お 大 が 回 っ て 来 た の て し ょ う 。 サ ナカ ン 、 ド 
モチ ェ フ スキ ー、 イ コ の 最期 は 個性 が 十分 な の て 、 ち ょ っ と 可哀相 で すね 。 彼 ら 自身 は そん な 感 條 は な か っ た か も し れ な いけ ど 。 推 能 と し て 生み 出さ れ 機能 と し 
CORDIA cV 地 徐 の 戦い に 医 も サナ カン か 戦 語 体 を 取っ た の は 機能 的 な 理由 で 雪 然 な の た けれ と あっ ち が 本 人 的 に も 自分 本 来 の ダウ ン ロ ー ド 体 と 走っ て 
いた の か も し れ な い < (GERRIERDEE - 2/2 IH FDI?) PARRA STA 事 の ー つ は 、 セ ー フ ガー ド の 「 服 ] か あっ た 事 。 ダ ウン ロー ド 体 が 
基本 の セー フカ ー ド に 、 沢 っ て 何 ? まあ 、 あ れ は ンス テム 的 に 二度と ダウ ン ロ ー ト が 出来 な い 二 人 組 用 と し て 、 率 当 用 に デー タ で 保存 し て あっ た 物 を 、 い ざと いう 圭 
の た め に ダウ ン ロ ー ド し て も いた ん で し ょ う ね 。 CBR? ЕЗІН MIES. 有機 知性 ] お よそ る SF に が ある の は 肝 に 、 あ る 程度 は 認め られ て いる (Е 
89). ANI, vk k Cl snp АУ (LEVE?) 見 現 修 し て きた 。 で 、 こ の テー マ も し つこ いく らい 繰り 返さ れ て きた 物 。「2001 年 |. ヘー フォー 
ド 作品 『 タ ー ミ ネー ター」 シリ ー ズ 、 німен! SSE RUM bb 他 に も いろ いろ ある 。 提 械 尋問 。 き っ と 起こ る ん だ 、 こ れ 。 そ う 思 っ た 人 が 
МЛТ. T BR と いう か も っ と 前 。 全 世界 、 頒 の 生存 園 が 丸ごと ネッ トワ ー ク ・ ス ペー ス に 連 き 換 わ ら ん と し た 詩 、 や は り 危 恨 し た 訳 で す よ 。 こ の ま 
まだ と ヤバ イ の で は な いか と 。 て も 、 今 さら 後 民 り は 無理 な の で 、 将 来 KATA 上 か 有機 知性 と 事 を 構え る 時 に 、 一 気 に 逆転 出来 る みよ うに 「 安 全 装 置 ] を 組み 込ん だ 
э と の 辺 "= ドモ チェ フス キー と イコ の [ER] エビ ソー ド と 神 な る 部 分 が あっ て 、 意 味 深 で は ある な 。 組 み 込 ん だ の は 、「 ン ステ ム ] の 根幹 。 ソ フト みた 
い に 入 れ 換え た り 、 最 宰 の 場合 で も 、 寺 計 に デリ ー ト 出来 な い 部 分 に 。 で 、 も し も 機械 か 人 殺し を 始め た ら 、 ご れ が 目覚 め て 止め る 、 っ て し と いた 。 と ころ か な ん 
だ か 、 も っ と 目 茶 苦 茶 な 事 か 起こ っ て 、 機械 的 知 吐 が 人 類 成す どこ ろか 、 そ る そもそも 入力 する 信号 を 発する 対象 が 全 沙 し て し まっ た 。 そ こ で 、 あ る 時 点 で 了 シ ステ ム 」 
は Ма ELA? 何 を し た か は 末 だ に 分 か ら な い 。 た だ 思い 起こ す と いろ いる 請 に 落ち る 事 が 多い 。 た と え は 、 統 治 局 の 代理 構成 体 が 接 喜 し た 詩 5 
れ は 、 ひ た すら 単独 行動 し て いた 駿 赤 が 、 初 め て パー トナ ー と し て ン ホ を 連れ て いた 時 o ULOLES, жаңа RAPETE BASHA PK ? 
で も 、 す る と 、 あ の 「 大 を 連れ た 女性 」 ば ? BR? BARRE. VIDAR?) VAN AMAL РН алі WEN [AA] 
тәйт ГЖ) кякож. LOGA KENTE KETE KEEA, KUSNA HEL RIK, 明らか に 、 こ の ラー ン は 、 ト モチ ェ フ スキ ー と イコ の [ER] 
ンー ン と 関連 し て いる よう に 思う 。 女 性 が イコ 、 犬 が レー ラカン ス と 対応 し て いる 。 勾 表 は 自覚 的 に は 明らか に 人 向 。 自身 で 成長 し た 記憶 も ある よう た か ら 。 ド キチ 
ェ フ スキ ー や イコ の よう に いき なり 、 あ の 形 に 「 生 成 ] され て は 決し て な い 。 少 なく と も 「 最 初 ] は そう で は な い 。 だ が 、 今 の 肪 去 の 身体 が その 最初 に 生ま れ た 「 そ 
の も の 」 で は かない の も ほとん ど 向 違い な い 。 そ う で な いと 身体 スペ ッ ク や 寺 商 力 の 説明 が 付か な い 。 で 、 そ の 最初 の 「 戦 義 用 攻 造 ] か それ 以後 に 「 生 まれ 変わ っ た 」 
時 の 記 層 か 、 あ の 供 復 スタ ー ト 前 の 映像 ? BRPCASPOHNT [EENE] 時 に あの 女性 が 、 ち ょ うど イコ の よう に 吉 災 の サポ ー ト を し た の だ ろう 。 AH, 












































































その パー トナ ー な の だ ろう 。 す る と 、 彼 ら も 「 シ ステ ム 」 の 一 部 な の か も ・・ ? TOUR, Bar [WEKE] ЕМЖ тов と の 仮説 と も 合 歌 す る し 、 そ れ 以 
AOTC [BME] し た と し て も 理解 出来 る 。 イ コ と 共に いた の が 、 陸 に 上 が っ た 妃 と いう の は 相当 に 変 だ が 、 そ れ は 非 公式 階 肩 の 時 間 界 常 と 関連 し て いる の だ ろう 。 
重力 寺 害 に よる 時 問 異 常 が 問 違い な く 起 こっ て いる 狂っ た 世界 で は 、 何 が 起こ っ て も 不思議 は な い 。 ま あ 、 シ ー ラ カン ス は 現代 で も 生き 残っ て いる 竹 な の で 、 ど こ か か 
ら 建 設 者 が 持っ て き て いて も 不 恩 織 は な い の で は ある が "= 。 持 っ て きた 、 と いえ 本 、 ト モチ ェ フ スキ ー が 何 か キ ャ ッ プ の よう な 物 を 持ち 歩い て いた の も 、 最 初 に 理 支 
FIA] を 持っ て いた 事 を 吉松 させ る 。 あ れ も 、 当 然 だ が どこ か か ら 建 設 者 が 持っ て きた 物 な の だ ろう 。 【 レ ベル 9】 ダフ ィ キ トル 、 リ ン ベ カ が 、 か つて 仮 接続 に 
失敗 し た 時 に は 、 ど うい っ た 事 が 起こ っ て いた の だ ろう 。 同 じ 状 況 を 体 論 し た ン ポ の 場合 を 考え る と や は り 、 上 人 世 セ ー フ ガー ド に よっ て ダフ ィ キ トル は 末 さ れ か け 、 
po っ て 接続 装置 を 破壊 され た 、 と 思わ れる 。 た だ し 、 要 は 力 押し の 世界 の よう な の で 、 無 防備 な シボ の 場合 と は 違い 、 強 力 な サポ ー ト 部 隊 を 準備 し て いる ダフ 
ィ ネ ・ ル の 場合 は 、 適 当 な と ころ で 駆 杉 系 を 追い 払う 事 が 出来 た の か も し れ な い 。 し か し と に か く 、 力 押し で は 「 目 的] を 達せ す 、 結 忌 は 、 ダ フィ ネト ル も セ ウ の 進 人 
子 を 使用 し な けれ ば な ら な か っ た 。 さ て 。 こ の ダフ ィ ネ ・ ル の 目的 」 は 何だ っ た の だ ろう ? だ いた い 、 斑 索 生 物 と 統治 局 の 関係 は 友好 的 と は 勿論 言え な い が 、 し か 
し 、 実 は 正面 か ら 対立 し て いる 訳 で も な い (た だ し セー フ ガ ー ド は 正面 衝突 し て いる 。 こ れ は 全く ンス テム 的 な 話 て で 、 ウ イル ス と ワク チン の 関係 で ある ) 。 BABI, 
ГАЈ と 「 世 界 」 に 異 味 が ある 一 一 と いう か 、 管 理 候 任 を 負っ て いて 、 ア クセ ス 権 の な い 針 素 生物 に は 異 味 が な い 。 告 理 する 世界 に 二 泣 され れ ば 排 際 する が 、 そ れ も 
セー フ ガ ー ド を 通じ て だ ろう と 思わ れる 。 一 方 、 妊 素 生物 は 、 統 治 局 に よろ 完 金管 理 . ネ ッ ト ス フィ ア の 後 灰 は 限 止 したい が 、 自 身 も あの 世界 に 楼 ん で いる 以上 は 、 
統治 選 を 完全 に 破壊 し た いと は 思っ て いな い だ ろ う 。 カ オス 決 態 が 続け ば 理 起 的 な の で あっ て 、 ネ ッ ト が 完全 に ダウ ン す る と 、 多 分 、 填 素 生 物 も 生存 出来 な いと 恩 われ 
5, “а, bAGC—ÉIEMR ダフ ィ ネ トル な は 続 冶 局 に アタ セス し て 、 何 を し た か っ た の だ ろう 2 RECENT? ok potat, PEY TLAN] фаил 
目的 だ っ た の だ ろう か 2 で は 何で レベ ル 9 が 欲し か っ た の だ ろう 7 物語 の 属 開 に よっ て 、 シ ホホ の 意志 が 反 納 し た た めか (7?】 、 レ ベル 9 内 に 統治 局 と の アク セス 
жене TEK] が 出来 上 が り 、 そ れ の 搬 獲 奪取 が 別 の 固 争 を 生ん た が 、 そ れ は ダフ ィ ネ トル の 最初 の 目前 で は 、 当 球 だ が 、 な い 。 ダ フィ ネル は 、 純 律 な 戦 呈 力 と 
し て の レベ ル 9 を 欲し た の だ る ろう 。 そ の 目的 は 、 結 選 は 不明 な の か も し れ な い 。 対 セー フ ガ ー ド 用 の 研究 材 幣 と し て か 、 素 生物 内 の ヒエ ラル キー の 強化 めも し れ な い 
“a T ROR. [Lege] っ て 、 ど の くら い 強 い の ? だ いた い 、 あ れ は 、 ど ん な 兵器 な の 7? ヒン ト は 三 つ あ り ま す 。 EF, (BROMALO) RERIT 
ある (た だ し 、 ど う や らち コ ント ロー ル は 出来 な い ) ж. RANE TEEN) MRO CARAS TOSE, PROMOLRWA-EMFEL EVE, ELSE, [BLAM 
| に は 革 つ か の 「 最 符 兵 笑 」 的 な 物 が 出 て きま す が 、 そ の 中 で 、 こ の レベ ル 9 の 物 と 比較 的 観 て いる の は 。 メン サー ブ の 転送 (正しく は 、 末 送 後 の 出現 状況 ) Eo M 
上 か ら 、 ま っ た く の 推 定 だ が 、 あ れ は 別世界 と の 転送 面 を 由 現 させ る 兵 更 と 演 え られ る 。 仮 定 と し て は 太陽 表面 あたり か な ? まあ 、 そ れ だ と 対抗 する 方 法 は な いな 。 

баша DIE. BERT) 非 公式 沙 選 柱 で は 置 頼 か ら 電 力 不足 の 話 を し て いる ドモ チェ フス キー と イコ だ が 、 こ れ は 絶対 的 に エネ ルギー が な い 、 と いう 訳 で は 
な く 、 勝 手 に 使え る モノ が な いと いう 事 だ ろう 。 エ ネル ギー 源 で ある 造 換 塔 を 建 率 生物 と ハラ キン グ 合 戦 で 取り 合い し て いて 、 ス キル 系 の イコ の 能力 が ダフ ィ ネ ル に 
貧 け て いる 訳 だ 。 と ころ る で 、 TBLAME!] DERI, 完璧 な を ユビキタス ・ ワ ー ル ド 。 インター フェ イス は な いん で 自由 自在 で は な い が 、 最 力 か ら 大 気 ま で 、 五 よそ 生存 
CURE BRIAR жу МЕ Сиот, ВКА, C. MIRI WADHAN LANA BRAK, ELZA, HAAR COMER A 
PIO (v5. Ken? ВОИ OO TEN RU СОС, DHT AIN BEN A NAMEN, SNL HAMM ERS HAL 
ERHET, BEREID TINA, SARTORIA LAT, MEAL ЕЕЕ, BATS e? シボ の 話 で は 研究 は し て いた みた いな の で 、 キ 〒 渉 坦 
の 発生 は 出来 た の か も し れ な い 。 ラ スト で 姓 素 生物 も 使っ て いた が 、 生 寺社 で 出来 た の だ か ら 当たり 前 で は ある 。 サ ナカ ン も 明 間 的 な ら 射線 を 逸らし て た みた い だ っ た 。 
と に か く 、 便 力 子 利 用 だ か ら 対 抗 は 可能 な の だ ろう 。 東亜 午 工 の 中 で 使用 出来 な か っ た の は 、 単 績 に ソフ ト が 使え な か っ た か ら 。 ご これ で 分 か る の は 、 毅 支 の 革 と は いえ 、 
0 5 的 に は ネッ トス フィ ア に 依存 し て いる 、 と いう 事 。 ま も セー フカ ー ド の 深 器 と し て 生ま れ て いる の だ か ら 当 付か 。 だ か ら 、 イ コ が 一 主 だ け 久 を ハ ノ キ ング 、 コ ン 
トロ ー ル も 出来 た の だ ろう 。 銃 その も の は 茂 多 に な い 特 殊 な 物 で も 、 使 用 し て いる 全部 の ソフ ト が 見 た 事 も な い 訳 で まな い の だ ろう 。 大 蔵王 と 戦う 際 に 装 圧 解除 する 時 
副 除 系 か ら エ ネル ギー を 取っ て た の は 、 ネ ッ ト か ら 銃 へ の エネ ルギー 供給 が 、 内 蔵 ソ フト で は 杏 克 解除 し て 使用 する 量 に な ら な いか ら だ っ た の だ ろう 。 そ れ よ り 注 目 し 
な けれ ば な ら な い の は 、 あ の 時 、 供 給 す る エネ ルギー を 宏 云 の 身体 経由 で 送っ て いる 事 。 つ まり 、 あ の 印 は 、 色 玄 経路 で エネ ルギー 供給 され て いる の だ 。 だ か ら 財 々 、 
他 の 入 が 吉 を 使っ て いる が 、 あ れ は 鍼 の 内 蔵 スト ッ ク に ある エネ ルギー で 刺 て る 分 だ け で 、 そ れ が 切れ た ら 、 次 は 表 支 が も う 一 度 持つ まで 、 投 て な く な る の だ ろう 。 東 
宮寺 工 編 の 話 に 戻る が 、 あ の 時 は ン ホ か 「 防 磁 病 」 を 使っ て 使用 可能 に し た 。 あ れ は 要する に 武器 使 有閑 止 が 、 セ ー フ ガー ド 禁 止 と 司 じ 基準 な の で 、 単 緒 に ソフ ト の 誤 
に フラ グ を 立て で て いる だ け だ と 分 か っ て いる の で 、 チ ェ ッ カー を 外す ソフ ト 的 公 場 を 作っ た の だ ろ っ 。 シ ボ は 、 生 箇 社 の 時 も 「 電 磁 坦 を 遮蔽 」 する 「 強 布 防 電 」 を 使っ 
て いる が 、 こ れ も 同 じ 仕 組み の 物 だ ろう 。 ン ボ が 「『 防 友 牙 ] を 作っ て いた 理由 は 、 い つか 肥 が 来る と 思っ て お り 、 そ の 時 に 銃 を 使え る よう に と いう の も ある と は 思う 
が 、 も っ と 直接 的 に 、 サ ナカ ン 対 策 用 だ っ た と 思う 。 話 を 戻す が 、 要 する に 計 換 培 と は 、 予 備 電 派 だ っ た の で は な いか 7 多分 、 IBLAME!! Of ORIEESES UT 
いる 基本 的 な 電力 供給 は 、 超 構造 体 な どの ベー ジッ ク な 部 分 、「 シ ステ ム 」 に 内 蘭 さ れ て いる の だ ろう 。 そ う で な いと 鼻 力 制御 が 狂っ た ら 世 界 が 崩壊 し て し まっ 。 だ か 
5 ソフ ト の 起動 に 以 桂 な 電力 は 別 経路 に な っ て る の た ろう 2。 可 長 相 な ドモ チェ フス キー と イコ は 、 自 分 て ソフ トウ ェ ア を 起動 する 電力 が な く な けり 、 惑 い は 圭 素 生 物 
に 邪 叶 され て 、 八 方 室 が り に され て し まっ た が 、 款 玄 は 別に 何 に も 困っ て いな い 。 羅 玄 の 銃 は エネ ルキ ー 供 給 順 位 が 、 き っ と 相当 に 上 位 に あっ て 、 い ざと な っ た ら 聞 本 
的 動力 すら 使用 で きる の で 、 気 抄 に バン バン 撃て る の だ 。 【 全 性 に つい て ・ 第 3 項 / モ リ 】 サナ カン 、 ド モチ ェ フ スキ ー、 イ コ の 汰 い 最 期 に 対し 、 逆 に TBLAME'] 
に 出 て くる 「 人 間 」 ажалы, TOMS [fk] (жа) 或いは 遺伝 子 の 継続 と いう 原始 本 能 に 関係 し て いる の か も し れ な い 。 庄 伝 子 か ら 解 放さ れ た 球 秦 生物 の 方 が 、 
ずっ と 気楽 に 生 さ て いる 唆 じ も する 。 づ る は 適 体 の サン プル を 作る し 。 メ ン サ ー ブ ヽ セ ウ 組 は 「 時 空 際 ] に 行っ ちゃ うし 。 ビ ェ ュー ティ フル 、 ラ イフ の クロ ー ン 。 それ に 
対し 、 当 た けり 前 か も し れ な い が Al は 目的 に 一 直線 な の た 。 ラ スト 付近 で 、 明 支 の パー トナ ー に な っ た 、 上 緊急 保存 パッ ク で 生き 続け る 「 モ リ 」 … い と に か く ジ タバ パタ 
する 。「 緊 急 保存 パッ ク 」 と いう と 、 少 女体 サナ カン に 宿っ た 時 の シオ が 、 ま さき に 緊急 時 を 意 職 し て 作成 し た 幅 区 形 の 物 が 皿 い 出さ れる か 、 あ の 中 に は 何 の デ ー タ が 入 
っ て た ん で し ょ う ? 一 説 に よる と 、 人 一 人 分 の 「 デ ー タ 」 っ て 、 約 2 テラ バイ ト た だ とか? どう いう 計算 7 APMAPLSE? まあ 、 そ れ を 信じ る と し て も 、 そ の 
くら いな ら 、 あ の 世界 で は 十分 、 あ の サイ ズ で 納まる の だ ろう 。 シボ の 場合 は 、 何 回 も 「 転 生 ] し て いる か ら 、 革 本 的 な デー タ は 、 も っ と 少な いか も し れ な い 。 そ れ に 
対し て 、 モ リ の 方 の 緊急 但 存 パッ ク は で か いよ ね 。 で も 、 必 ず し も 性 能 が 同じ と は いえ な い の で 、 大 き さ で 性 能 は 計れ な いか ? と は いえ 、 最 絵 的 に 「 複 数 ] の 個性 が 
上 吾 き され て た ん だ か ら 、 あ っ ちの 方 が 宮 量 は 大 きか っ た の か も し れ な い 。 モ リ が メー カー 名 か 、 そ れ と も 最初 の 少女 の 名 だ っ た の か は 、 永 久 の 正 -… ? あの 性 格 が 、 
少女 の 本 来 の パー ノ ナ リ ティ ー だ っ た の か 、- 上 夫 き され た 他人 (B?) の も の な の か も 同じ く 分 か ら な い 。 た た サナ カン 達 に 比べ る と 、 や は り 、 生 命 へ の とこ だ わり 
は 感じ りら れる … 。 СОЦ MA RY RATA TOBA?) な ぜ 、 統 冶 局 は ダウ ン ロ ー ド する 代理 構成 体 に 「 個 性 ] らし きも の を 与え る か 2 それ は 
単に エー ザー、 フ レン ドリ ー な だ け で 、 実 は どう で も よかっ た ? セー フ ガ ー ド が 、 わ ざわ ざさ ざ 上位 セー フ ガ ー ド を 生み 出し た 理由 は 、「 対 百 素 生物 」 WERT RASOIERI 
と し て 必要 だ っ た か ら だ ちろ う が 、 そ の 場合 で すら 、 一 且 付 与 し た 「 個 性 ] は 詩 せ な い の で MoTMEL ok Mb Sok. ANTO», MARA. ALT HB 
性 」 は な い 。 と れ は 作業 的 な 条件 で 、 機 能 優先 に し な い 限 り 、 か な ら ず いつ か 総 し 、 ま た 、 う か つ に 個性 を 付与 すれ ば 、 確 実に 「 答 理 包 圧 汰 態 」 に な っ て し まう か ら 
だ 。 だ が 、 や は り 、 人 間 相 手 に で は 、 何 か 飲 し か っ た の だ ろう 、 と 思う 。 そ し て 、 そ ん な 人 間 相 手 だ け の た め の イ ンタ ー フ ェ イ ス と し て の 「 個 性 ] か 、 WARO [EO 
Ж) と し て だ け 存 在 し 続け て いた の だ ろう 。 彼 (ER) Iz. $5. RIET DEU, 時々 、 基 底 現実 に 代 環 構成 体 か の ダ ウン ロー ド す る 時 は 、 そ の コビー され だ 個性 が 付 
与 さ れる 。 そ の 元 の 物 が 、 延 々 と 存在 し 続け て いる 。 そ れ は 、 長 い 時 間 に 、 個 性 を 積み 重ね て し まう 。 意図 せ ず に ・… 。 サ ナカ ン と 話 を し た の は 、 そ ん な 存在 な の か も 
し れ な い 。 






























XK ERED лови ( FB LAME 1] 初代 担当 編集 者 


IBLAME! - #&ERUZb] 
[大 いな る 天上 の 河 | Great Sky River プ グレ ゴリ イ 、 ベ ペン ブ ォ ー ド (Gregory Albert Benford) ハヤ カワ 文庫 ・… ン ボ 、 名 前 の 由来 作品 。 


『 フ ィ ア サム ・ エ ンジ ン 』 (FEERSUM ENDJIN) グイ アン バン クス (lam Banks) ハヤ カウ SF ノベル ズ  …・ ネ ッ ト ス フィ ア 、 名 前 の 由来 作品 。 

Гара! RAXE [FR NB] 集英社 文庫 HER 捨 歳 、 テ ツ 、 づ る 、 名 前 の 由来 作曲 。 

[テッ ド ・ ガ ー ル ス 」 Dead Girls 『 デ ノド ・ ポ ボー イズ ) Dead Boys プリ チャ ー ド 、 コ ー ル ダー (Richard Calder) トレ ヴィ ル イヴ ィ 、 メイ ヴ 、 名 前 の 由来 作品 。 
「 キ リン ヤ ガ 』 Kinnyaga プイ イク ・ レ ズ ニ ッ ク (Mike Resnick) ハヤ カワ 文庫 …… メ ン サ ー ブ 、 名 前 の 由来 作品 。 

「 タ ンジ ェ ン ト 』 Greg Bears New Collection プ グ レッ グ ヽ ヘア Greg Bear{Gregory Dale Bear} ハヤ カワ 文庫 

HEISE} Permutation City プ ダ グレッグ ヽ イー ガン (Greg Egan) ハヤ カワ 文庫 


『 ハ イペ リオ ン 』 Hyperion [nt 0 DEE) The Fall of Hyperion 「 エ ン デ ィ ミ オン 』 Endymion 
「 エ ン テ ディ ミオ ン の 覚醒 ) The Rise of Endymlon プ ダン トン モン ズ (Dan Simmons) ハヤ カワ 文庫 


「 ニ ュー ロマ ン サ ー】 Neuromancer 「 カ ウン ト ヽ ゼロ | CountZero 「 モ ナリ ザ 、 オ ー ヴ ァ ド ライ ヴ 』 Mona Lisa Overdrive 
[OARE] Burning Chrome (1986) ノウ ィ リ アム ヽ 、 ギ ブス ン (Witam Gibson) ハヤ カワ 文庫 


「 ス チー ル 、 ビ ー チ 』 Steel Beach 「 へ び つ か い 座 ホッ トラ イン 』 The Ophiuchl Hotline 『 ミ レニ アム ] Millennium 「 テ ィ ー タ ー ン 1 Titan 
「 ウ ィ ザ ー ド 』 Wizard [FEE] The Persistence of Vision 「 ブ ルー、 シ ャ ン ペ ン 』 Blue Champagne 
バー ビー は な せ 殺 され る 」 The Barbie Murders(Pienie on Nearside) ノ ジ ュ ン ・ ヴ ァ ー リ イ (John Varley) ハヤ カワ 文庫 


「 時 問 都市 」 Billenlum / J © バラ ー ド (James Graham Ballard) 創 元 SF 文庫 
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Work of BLAME * 

AFTERNOON 

2003 

Drawing of the all stars in CD ROM 





BLAME ! 解説 

記 画 は 独学 で 描き 始め 、1 年 くら い 投 稿 に 専念 し た 時 期 が あっ て 、 そ の と き に | アフタヌーン] の 「 四 季 賞 」 ORAR (гъ ВЗН ) に 
入選 し た の が 、 こ の 『BLAME (当時 は 1! が 付い て いな い ) J だ っ た 。 REA b2 C. EX MORE E ИВ, BHO £5 GA 
か い 設 定 ば 央 まっ て いな い が 、 基 本 的 な 作品 の 骨格 は 投稿 の 段 帝 で 、 す で に 出来 上 が っ で いた 。 受 賞 作 の 掲載 で デビ ュー し た 後 、 ア フタ ヌー ジ の 
初代 根 集 担当 か ら 速 絡 か あっ て 、 も う 少 し 「BLAME ! | OH REMY TU EHO SADT. WPL BBE THO Coco 6e IEC Oho 
その 問 、 ブ プロ と し て や っ て いく た め の 修 業 を 兼ね て 、 高 橋 ソ トム 先生 の も と で 5 ヵ月 人 ほど 専属 アン スタ ント を し た 。 そ れ ま で 完全 に 独学 だ っ た の で EH 
か ら 仕 事 の サイ クル まで 漫画 家 の す べ て を 身近 で 学べ た の は 大 きか っ た 。 いろ ん な 意味 で 激 的 に 成長 し た よう に 思う 。 [BLAME | OCHRE LD 2 
だ の は 、 や っ ぱり 建物 た ろう か 。 全体 像 か わか ら な いよ うな 巨大 書 筑 物 を 作品 の 中 心 に 据 ん て 、 誰か 見 て も 初め て と いう 世界 観 を つく ろう と し た 。 
SF 小説 に あい て は 当たり 前 の 世界 缶 で も 、 呈 画 で は そう いう 例 が ほとん ど な い の で 、 だ っ た ら 自 分 が 半 い て や ろう じゃ な いか と いう 気持 ち が あ っ た 。 
今回 の 画集 の カバ ー イ ラス ト も 建物 の 大 きき を 見 せる た め 人 物 は 極 息 床 で 小さ くし た 。 あ る 意味 で 、「BLAME ! | の 主人 公 は 建物 か も 知れ ない 
物語 と し て 成立 する に は 人 開 の キャ ラ が 必要 だ けど 描い て いて 本 当 に 入 し い の は 建物 や 化け 物 た っ た 。 それ ら の 存在 感 か 大 きい の は 自分 の 好き を 
も の だ け で 橋 成 し よう と し た 作品 だ か ら 当 然 で ある 。 一 方 で も かりに くい と の 指 持 も 多かっ た が 、 ハ フキ リ い っ て 禁 切 丁寧 に 説明 する の は 生き 
じゃ な い 。 情 報 は 最小 限 の も の を 断片 的 に し か 出さ ず 、 後 は 勝手 に 想像 し て も ら う ほう が リア ル だ と 信じ て いる 。 約 56 年 の 連載 を 振り 返っ て も 
せん ぜん 終わ っ た っ て 感じ が し な い 。 スト ー リ ー も 特別 な 起 泊 転 語 が ある わけ じゃ な いし 、 も と も と 大 ぎ な 世界 の 片隅 で 起こ っ た 小さ な エピ ノー ト を 
切り 取っ て 見 せ た だけ 。 あ の 世界 で は 日 常 的 に 起こ っ て いる 誤 件 の ー つ だ 。 カバ ー の カラ ー イ ラス ト に 関し て は 、 作 品 の 前 証 は アク リル 絵の具 を 使い 
達 中 か ら パ ソコ ン に 取り 込ん を で デジ タル 処理 し た 。 それ ぞ れ に 長所 と 短所 が ある が 、 画材 を 変え る の は 楽し か っ た 。 今後 は 両方 使っ て 行く つも り た > 
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Ulustration of an index page 
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Work of NOISE 

Season edition of AFTERNOON 
2000 

inside color page 





Wark of NOIST 

AFTERNOON 

2000 

Preliminars announcem nt Illustration of NAST 





Work of NOISE 

ATTERNOON 

1999 

Preliminary announcement illustration of NOISI 
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NOISE 解 説 

実は 、「 ア フタ ヌー ン 」 の 四季 賞 に TBLAME (当初 は ! か 付か な い ) | か 入選 する 前 に 投稿 し た の か 「NOISE| だ っ た 。 佳作 に は 入っ た が 結局 は 誌面 に 
載る こと も な く 日 の 目 を 見 な いま ま 則 に 滑 え た は す の 作 品 て ある 。 そ の 「NOISEI が 突如 と し て 復 声 し た の は 、「BLAME | OM MAES, BATAN 
5 竜 く らい に 轄 し た と きのこ と た 。 「 ア フタ ヌー ン ] の ンー スン 増刊 て 何 か 掛か な いか と いう 話 に な っ て 、 BD [NOSE] は どう だ ろう と 打診 を 受け た の で 
ある 。 [NOSE] OER [BLAME 「 | の 数 千年 前 で 。 二 つの 作品 世界 は 完全 に つね が っ て いる し 、 共通 の 受電 人 物 や 化け 物 も 出 て くる 。 わか りや すく 
いえ は (BLAME! | の 世界 は す へ て が 壊れ て 狂っ て いる か が そう な る に 至っ た 克 沈 に つい て 描い た の か 「NOSE| な の だ 。 本 当 は 現代 か ら BLAME! | 
に いく 途中 の お も 話 と し て ネッ トス フィ ア の 般 生 税 話 を や り た か っ た が 、 連 寺 の 中 で うま く 説 明 で きず に 終わ っ て し まっ た 。 BOE CRAL Са» 
カル ト 教 男 を の で 、 西 詳 の 宗孝 画 を 参考 に し て 描い た 部 分 か 多い 。 王 人 公 か 女 と いう こと も あっ て 、 [BLAME 1 と は 違う 意味 で 梨 し め る 作品 だ と 思う 。 
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Other works 解 説 

最初 の ほっ の 機械 の 部 分 が 圭 れ て いた り 、 全 身 傷 だ ら け だ っ た り と いう 4 体 の 女 は 音 沢 靖 氏 が 堅 修 し て 寺田 克也 氏 や ヒロ モト 森 一 氏 な ど 24 人 の アー 
ティ スト か 参加 し た イラ スト 集 [Bitos Lite] (2524 221) に 提供 し た 作品 。 ヒ フチ スラ イフ の テー マ だ け 与 えら れ て 後 は 好き TRL 
いと いう 依頼 た っ た 。 色 を 座っ た の は マジ ラク に 似 て いる コピ ノック マー カー。 -НИФЕХАЖОНЕИ D ALL. SHOE Lar? 
を 何 回 も 接 い た り 」 ОНА ВЪРВЯ LE TUOS БЯС”, その 場 て 思い 浮か ん た 画 を 形 に する だ け 。 師匠 の 高橋 ツトム 氏 が や っ て い 
た ハン ド [EYESCUELA] の プライヤー 用 に 失い た イラ スト の 下 に ある ヌイ クル ミ の テテ ィ ヘ ア は ある コン ベン ン ョ ン の ポス ター に 使わ れ た も の 
て 、 あ ちこ ち 壊 れ た 感じ に し た の は こと ちら の アイ デア だ っ た 。 REDE h-E- BAHOLA- 「 エ クス タス ] に 掲載 され た 藤谷 文子 氏 
の 短編 小説 焼け 大 ] に つけ た RR. 当たり 前 た が 、 ち ゃ ん と 作品 を 読ん て 描い た 。 と に か く 、 いろんな 注文 を 受け て 画 を 持 く の は 秦 し い 。 自分 に 期 
待 する の は 美しい 画 し ゃ な いた ろう し , す ご い 画 も 求め て いな い は ず 。『BLAME 1 | な ど を 見 て 寺 文 が きた の た か ら 、 特に 背伸び を する こと も な く 
いつ も の テイ スト で 掛け ば いい の た と 選 う 。 
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Megalomania 解説 

約 1 年 に わた っ て 「 ス タ ジ オ ・ ボ イス 」 REL LAREDO IA Ку ХОБА. bk bk Megalomanla が スタ ー ト する 1 年 くら い 
前 に 「BLAME | J に つい て の 取材 が あっ て 、 そ の と き の 編 集 者 か ら 企 画 の 話 を も ら っ た 。『BLAME | の 中 で 巨大 な 建物 が 重要 な パー ソ に な っ て 
いる の を 知っ て 現実 と 茶 空 の ホー ダー に ある 建物 を 挫 く ン リ ー ス を 忌 い つい た らし い 。 明 体 的 に 中 身 を 詰め て いく 過程 で 、 実体 の ある 現代 
ORBORK 、 架 空 の 巨大 赴 物 を 組み 合わ せる と いう テー マ か 決ま っ て いっ た 。 毎回 何 を 持 く か は 直前 に 決め た が 。 一 番 の お 気に入り は 巨大 
な マン ン ョ ン に 布団 が 干し て ある 120 ペ ー ジ の 画 だ 。 す ご く ン ンプ ブル で わか りや すい し 、 生活 の 匂い も あっ て 一 番 や り た か A 
エレ ベー ター は SF の 巨大 建築 マエ ア に と っ て は 、 当たり前 の 画 を 当たり 前 に 描い た だ け で ある 。 導 画家 に な る 前 の 一 時 期 。 建物 の 設計 や 現場 
監督 の 真似 Q 事 # を し た こと か ある 。 当 時 か ら 建 築 物 は 大 好き だ っ た が 、 そ うい う 気 持ち を 持ち 続け た か ら こ そ 、「BLAME ! | の よう な 作品 が 
ВЕ КОН, これから も 建物 の 画 に は こだわ っ て いき た い 。 Megalomania は アク リル と コピ ラク マー カー の と ちら か で て 搭 い て いる か その 
うち 何 枚 か は NTT ト コモ 九州 の CM て 使わ れ た 。 俳優 の 陣内 地 財 の 後ろ る で ザー ノ と 流れ て いく 一 連 の 画 が そっ で ある 。 気 か つい た 人 は 
そう と うな 巨大 建 筑 物 マニ ア (すなわち Megalomanls) と 言っ て いい 。 
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この あい だ 、 フ ラン ス の アン グレ ー ム で 開か れ た 
コミ ッ ク フ ェ ス ティ バル に 行っ て きま し た 。 


エン キ ・ ビ ラル (以下 E・B) アン グレ ー ム は どう で し た か ? 


XE 


向こう で は 、 メ ビ ウ ス 氏 に 会 うこ と が で きま し た 。 
その 点 で は 、 す ご く 良 か っ た で す 。 


日 欧 MANGA ス タイ ル 


KA 
E-B 
E-B 
AE 
Е.В 


ят 


ます 最初 に 、 僕 は ビラ ル さ ん の ファ ン で 、 パ ンド ・ 
тож (以下 B・D) の 作家 の 中 で も ビラ ル さ ん が 
ー 番 好き で す 。「BLAME 1 』 の この 辺 の 絵 な ん 
か は 、 塗 り 方 を 真似 し た り し て ます 。 

それ は 気付 きま せん で し た ( 笑 ) BLAME!) を 拝見 さ 
せ て いた だ きま し た が 、 す ご くい いで すね 、。 RAE LA 
フラ ンス 版 は まだ 3 巻 まで し か 出 て いな いん で す よ 。 
ちょ っ と お 伺い し ます が 、 今 お いく つ で すか ? 
fiit 29 C d, 

うー ん 。 ち ょ っ と 僕 の 方 が 年 上 か な (F). 

で も 「 ニ コ ボ ル 三 部 作 ] を 描い て いた ころ は 僕 ぐ らい 
の 年 だ っ た ん で すね 。 

まあ 、 そ の ぐら いか な 。 い や 、 正直 に 言い まし ょ う 。 
今 、 私 は 49 歳 だ か ら 、 CCS A KU 20 歳 年 で すね 。 
「 ニ コ ポ ル 三 部 作 ] を 描き 始め た の は "80 年 ぐら いで す 
か ら 、 ま さ に 今 の 弐 注 さん ぐら い の 年 齢 で すね 。 
で も 、29 歳 で ああ いう の を 描け る な ん て すご いで すね 。 
あな た の 『BLAME!」 だ っ て すばらし いで す よ 。 
これ か ら ど ん どん 変化 され て いく と 思い ます 。 SRE 
せ て いた だ いた 時 に 感じ た の で す が 、 す で に 、1 巻 目 と 
3 状 目 と で は 絵 が ちょ っ と 変わ っ て き て いま す よ ね 。 
AAO BMA, LAE MMM E RIEL L TANT 
忙し く て 、 EBL TUR, METEEN ESLT, 
それ が 今 、 す ご い 人 悩み で すね 。 で も 、 ビ ラル さん の B・D 
は 、 出 す た びに 劇 的 に 変化 し ます 。 あれ は すご いで すね 。 
変わ っ て いる と いう か 、 進 化し て いる と いう 感じ か な 。 
締め 切り も な いし 、 自 分 で 自分 を そう いう シチュ エ 
ーション に も っ て いっ て 、 新 し い 要 率 を 加え て いけ 
る よう に し て いま す 。 

それ は 意識 し な いと 難し いで す よ ね 。 日 本 の 漫画 の 連 
報 シ ステ ム の 最大 の 欠点 は 、 そ こ だ と 思い ます 。 

ちょ っ と 距 謀 を 置い て 、 も う 1 回 見 直す こと が で き 
な いと いう こと で すか 2? 月 伺 ペ ー ジ ぐら い の ペ ー 
ス で 作品 を 描い て いら っ し ゃ いま すか ? 

基本 的 に 、 毎 月 30 枚 で す 。 僕 は 月 刊 誌 連 載 な の で 
日 本 で は まだ 楽 な ほう か も し れ ま せん 。 

さっ き 、 桂 さん は 、 毎 週 19 ペ ー シ 描 か な いと いけ 
な いと 言っ て いま し た 。 す ご い ペ ー ス で す よ ね 。 1 日 
何時 間 く らい 仕事 を する の で すか ? 

時 間 と し て は 、 僕 は 本 当 に 頑張 ら な い ほ う で 、 平 均 
する と 1 日 8 詩 間 ぐ らい で す 。 

僕 は 、 作 業 と し て 仕事 を し て いる の は 1 日 大 体 5 時 
間 で す 。 5 時 間 以 上 や る と 集中 力 が な く な っ て し まう 。 
ヒラ ル さ ん の 場合 、 単 行 本 を 出す ペー ス が 大 体 1 年 
に 1 冊 で す よ ね 。 Е 36590355, RETO TIE 
業 す る 日 に ち は ど の ぐら いで すか 。 

そん な に 多く は な いか な ( 笑 ) 。 随 分 前 か ら 、1 FEAR 
ど と 単行 本 制作 の た め に 賢 や すこ と は し て いな いし 、 
単行 本 制作 の 準備 を し な が ら も 、 自 分 の 映画 の 準備 を 
し た り 、 舞台 の 仕事 を し て みた り 、 常に こつ か 三 つ の 
仕事 を 並行 させ て いま す 。 KE AMERDEHNZ 
ろ は 、 こ の 「 ニ ニコ ポル 三 部 作 ] を 始め た ば か り だ っ た の 
<, 自分 の 生 告 の 80 一 909% は B・D を 描く こと に 

















Xm 


費やし て いま し た 。 経験 か ら 言う と 、 ち ょ っ と 距離 を 
置い て 、 自 分 の 作品 を 見 直す と か 、 単 行 本 と 単行 本 の 
間 を あけ る と か する と 、 自 分 の 絵 の ス タイ ル が 良く な 
る と 思い ます 。 僕 は テニ ス も や っ で て いる の で す が 、3 
ヵ月 と か 6 ヵ月 間 と か 金 然 プ レー せ ず に 、 そ の 後 プレ 
ー す る と 、 練 習 も し て いな い の に 前 に で き な か っ た こ 
と が 突然 で きる よう に な っ て いた り 、 わ か ら な か っ た 
こと が 理解 で きる よう に な っ て いた りす る ん で す 。 
絵 や テニ ス だ け に 限ら ず 、 そ うい うこ と は 他 の ジャ 
ン ル で も あり ます 。 だ か ら 、 あな た も LIES (KEL 
た ほう が いい で す よ ( 笑 )。 _ 
今 決め まし た 。 1 年 間 、『BL AME | は 休載 し まし 
よう 。 そ うし ます ( 笑 ) 。 


・MANGA・3D 


映画 [パン カー・ パ レス ・ ホ テル 」 を つく ろう と 思 
っ た の は いつ ご ろ で すか ? 

昔 か ら B・D と 同じ ぐら い 映 画 に 対し て は パッ ショ ン 
を 持っ て いた の で 、 わ り と 映画 に 対す る アク ショ ン は 上 自 
然 に 出 て きま し た 。 (自分 で ) 短編 で も つく っ て みよ う 
か と か いろ いろ 思っ て いた の で す が 、 映画 製作 の プロ 
デュ ー サ ー の 人 に 出会っ て 「 映 画 を つく っ て みな いか ] 
と いう こと で チャ ンス が 訪れ た の で 、 や っ て み ま し た 。 

日 本 の 漫画 の 印象 で 言え ば 、 フ ラン ス の 伝統 的 な B・ 
D に 比べ る と コマ の 動き や 構図 の 取り 方 が 、 も っ と 
活気 が あっ て 映画 的 だ と 思っ て いま す 。 EPS, 日 本 の 
浸 画 家 が 映画 を 撮っ た ちら 、 い い 監 督 に な る だ ろう と 僕 は 
確信 し て いる し 、 жазар, 映画 を 撮っ て いる 人 が 絵 を 
描く こと が で きれ ば 、 い い 漫 両家 こなれ る と 思っ て ます 。 
で も 、 映 画 監督 と いう の は 大 勢 の 人 間 を 動か す と か 、 
別 の 能力 が 必要 に な っ て くる じゃ な いで すか 。 それ か 
めん どく さい か ら ( 一 人 で ) 漫画 を 描い て いる 人 も いる 
と 思う ん で す が 。 
いや 、 そ うと も 言え な いと 思い ます 。 渡 画家 は 、 頭 
の 中 で 登場 人 物 を どう いう ふう に 動か し た り 、 ど こ 
に カメ ラ を 持っ て いく か を 日 どろ か ら 考 えて いて 
ビジ ュ ア ル 画 で の 能力 が 備わっ て いる の で 、 あ と 他 
人 を 動か す と か コミ ュ ニ ケー ショ ン と か の 精神 的 な 
面 は 、 要 は 訓練 だ と 思い ます 。 

僕 も 、 映 画 を 初め て や っ た と き は 、 や っ ぱり 貞 ず 
か し いと 言う か 、 人 見 知り 的 な 部 分 も あっ て 、 雰囲気 
も 重 た か っ た で す 。 特に 『 バ ンカ ー・ パ レス ・ ホ テル ] 
は 、 映 画 と し て も 、 俳 優 きん の 動き も 逐 し く て 、 人 の 
表情 も わり と 硬く て 閉 合 し て いま す 。 そ れ は 作品 の テ 
ー マ で も あっ た の で そう な っ て いる ん で すけ れ ど も 。 

2 番目 の 映画 「 デ ィ コ ・ ム ー ン 』 を つく っ た と き 
は 、 い い 俳 優 さ ん に 恵まれ て 、「 映 画 を や っ て いき 
まし ょ う !」 と 、 す ご く 燃 えて で くれ て 、 人 間 的 に 長 
い 関 係 が 築け まし た し 、 友情 も 生ま れ ま し た 。 そ う 
な っ て くる と 、 RELE TOTTA, SORS AG 
RRO Ж SSA CTD? 
ええ 、 興 味 は ある る ん で す が 。 

や っ て みた らい いじ ゃ な いで すか 。 き っ と うま くい 
く と 思い ます よ 。 

ちな み に 僕 が 今 準備 し て いる 映画 の こと を 話せ ば 、 
今度 は 3 D コ ン ビ ュー ター クラ フィ ックス と 、 実 際 
の 俳優 さん の 実写 を ミッ クス させ て つく ろう と 選 っ 
て いる ん で す 。 そ こ で は 、 俳 優 さ ん の 演技 と 、 自 分 
の 持っ て いる ビジ ュ ア ルイ メー ジ が ミッ クス され て 
ーー つの 画面 に な る わけ で す 。 














その 場合 、 ハ ッ ク は 3D て すか 。 

そう で す 。 3D の コン ビ ピュー ター で 描か れ た 人 物 と 実写 の 
A (俳優 ) が 一 緒 に 話し 合っ た り 、 それ と 実写 の 背景 の 
要素 も 少し 入っ て きま す が 、 それ が 次 の コマ に 来る 3D 
の 背景 と 完全 に ミッ クス され て つなが っ て いた り し ます 。 
そう 言え ば 3D で 思い 出し た ん て す が 、B・D の 絵 で コ 
ン ビ ュー ター を 使う 予定 は あり ます か 。 僕 は 漫画 を 
描く と き に 、 ト ー ン の 代わ り に 使 あう と 思っ て 、 少 
し 勉強 し て る ん で す が 。 

僕 は B・D に 関し て は 予定 は な いで すね 。 紙 に さわ っ 
た り 、 筆 を 使っ た り 、 マ チエ ー ル (素材 ) を 感じ る の が 
今 は と て も 好き な の で 。 


「 主 人 公 は 自分 で は な い ] 

や っ て いて 楽し い の は 、 映 画 と B・D の どちら で すか ? 
や は り 日 ・D か な 。 級 密 な 作業 で すし 。 ピ ュ ア な ク 
リエ ーション と いう 意味 で は 、 た っ た 一 人 で つく る B・ 
D の ほう が 、 や は り 喜 び は 大 きい か も し れ ま せん ね 。 
自分 一 人 だ け で つく る と いう と ころ が 、 最 大 の 培い 
で す よ ね 。 

また B・D に は 描き 手 の す べ て が 出 て ます 。 つ まり 
作品 その も の が 「 描 き 手 に 似 た も の 」 に な る と 思い 
ます 。 て も 映画 は 「 作 家 自 身 が 形 と な っ た 作品 」 と 
は 言え な いで し ょ う 。 

自分 の すべ て が 100 % 反 映 さ れる わけ で は な い 、 と 。 
それ で も 映画 を つく る 意義 は あり ます か ? 

ええ 。 これから は 、 映 画 の 中 で も デジ タル の 絵 と 実 
写 と の ミッ クス が どん どん 増え て くる と 思い ます 。 
前 の 2 作 は トラ ティ ン ョ ナル な 方 式 で や っ て いま す 
が 、 今 度 の 新作 は 自分 の B・D の 持っ て いる 世界 に 
より 近づい て いる と 思い ます 。 

な る ほど 。 ビ ラル さん は 、 映 画 を つく る た びに 10Q26 
に 近づけ て いっ て いる と いう こと で すね 。 次 回 の 映 
Bit, AYLIRLATT, 

僕 も 楽し み で す ( 笑 ) 。 

B・D の ほう は 、 も ちろ ん 完全 に 一 人 で 描い て いる 
ん で す よ ね 。 一度 も 人 を 使っ た こと は な いで すか ? 
昔 、 色 を 卒 る の に ちょ っ と 手伝っ て も ら っ た こと は 
あり ます が 、 そ れ 以 外 に は あり ませ ん 。 [AIK 
ЕВЕ の ころ か ら 一 人 で す 。 一 人 で つく り 上 けた 
СВ DD. SORS AO Іні АМЕ!) 
に も 統一 感 が すご く 感 じ ら れ ます よね 。 
作品 に 自分 か 反映 され る と お っ し ゃ いま し た が 、 キ 
ャ ラク ター に つい て も そう で すか ?「 ニ コ ボ ル 」 や 
HEB. 主人 公 は 全部 自分 で すか ? 

僕 は 鎧 鉄 の 足 を 持っ て いま す ( 笑 ) 。 

あれ は 重い ん で すか ? (5) 

«В まあ 、 銅 鉄 の 足 は と も か く 、 主 人 公 に は 自分 が 少し 
は 入っ て いま す 。 た だ 「 作 品 か 自分 で ある 」 と いう 
UE s 「 主 人 公 が 自分 で ある ] と いう こと と は 同 
義 で は な い 。 彼 に 起こ っ た こと が 僕 に 起こ っ た こと 
で ある わけ で は な いで すし 。 

で も 例え ば 、 ニ コ ポ ボル と あな た の 顔 と か 、 そ っ くり 
で す が 、 あ れ は 意図 し て 自分 に 似せ た も の で すか ? 
いい え 。 た だ 「 ニ コ ポ ル 」 を 描き 始め た と き 、 あ る 
モデ ル を 頭 に 摘 い て いま し た 。 ブ ルー ノ ・ カ ン ツ と 
いう ドイ ツ 系 スイ ス 人 の 俳優 で す 。 彼 は 、「 ア メリ 
HORA] と いっ 映画 に テニ ス ・ ホ ノ パ ー と 一 結 に 
出 て いた り し た の で す が 、 彼 の 表情 が 僕 の 表現 し た 
か っ た も の に すご く 近 か っ た の で す 。 し か し ニコ ポル 
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PEID ちょ っ と わか り ま せん 。 

そっ くり だ と 思い ます よ ( 笑 ) 。 

TE, IBLAME!] の 主人 公 は 式 瓶 さん な の で 
すか ? 

僕 の 場合 は 、 混 画 の 主人 公 よ り も 、 建 造物 と か 、 ER 
拉 写 に 自分 の 願望 みた いな も の か 反映 され る ん で (人) 。 


は 現実 に 追い つか れ た | 
映画 や B・D の 仕事 以外 で 何 か ハ マ っ て いる も の は 
あり ます か 。 
映画 は 僕 の パリ ノン ョ ン で すか ら 、 よ く 観 ます し 、 講 
劇 に も と て も 異 味 が あり ます 。 あ と は 絵画 で す 。 そ 
れ か ら 旅 行 は よく し ます ね 。 そ れ だ け で 僕 の 時 間 は 
終わ っ て し まい ます 。 

いろ いろ や っ て ます ね 。 旅行 は いい で す よ ね 。 僕 は 
漫画 察 に な っ て 5 年 くら い ど こ に も 行か す に 、 先 週 
や っ と 初め て 、 し か も 仕事 で フラ ンス に 行き まし た ( 笑 ) 。 
アン グレ ー ム は 、 フ ラン ス を 発見 する の に 特に 理想 
的 な 街 と は 言え ませ ん ね ( 笑 )。 ` 

で も パリ は 良かっ た で す よ 。 ビ ラル さん の 原画 展 も 
携 ら れ ま し た し 。 そ うい え は ビラ ル さ ん は 、SF 
小説 な ど は 全然 読ま ない の で すか ッ 2 

いや 、 そ れ は 非常 に 読む ジャ ン ル で すね 。 ほ か の フ 
ラン ス 現 代 小 説 の ン ャ ン ル は 全然 読も 気 が 起 こり ま 
せん 。 選 春期 の ころ か ら 、 僕 は 本 当 に SF の カル チ 
ヤー を 持っ て いる 人 人間 で す 。 
や っ ぱり 。 ちな み に 好き な 作家 は だ れ で すか ? A 
た くさ ん いま す 。 ヴェルヌ と か ハッ クス リー、 de 
ウェ ル な ど は (当たり 前 すぎ る の で ) BUT. 24 
リリ レプ ・K・ テ ディ レク 、 ジ ョ ン ・ ブ ラナ ー、 フ ラン 
ク ・ ハ ー バ ー ト 、 最 近 で は 、 ダ ン ・ シ モン ズ で すね 。 
ダン ・ シ モン ズ ! 「 ハ イベ リオ ン 』】 で すね 。「 ハ イ 
^U LI] を 読ん だ の は 最近 で すか 。 

は い 。 す ご くい い 作 品 で す 。 フ ラン ス の 作家 に も い 
い 人 か いま す 。 

フラ ンス で は 、SF は 、 小 説 ジャ ン ル と し て は メジ 
ャ ー な の で すか 1? 
フラ ンス て は 、$ 読者 は どん どん 広がっ て いま す 。 
SF は 、 今 、 認 め ら れ て いっ て る ん だ と 思い ます 。 
と 言う の は 、 我 々 が 現在 暮らし て いる 世界 が SF 世 
界 に な っ て き て いる か ら で す 。 昔 は 、SF を 読ん て 
「 ば か げ て いる 」 CD [BDL] EBED TUE 
し た が 、 自 分 た ちの 今 の 日 常 生活 が か つて SF 作家 
た ち が イ メー ジ し て いた 世界 その も の に な っ て き で て 
いま す 。 

例え は 、「 ク ロー ン 人 間 」 も 昔 は 空想 の 世界 で し 
た が 、 今 は も う 現実 に ある わけ で す 。 そ うい う 事 実 
を 目の当たり に し て 、 多 く の 人 が SF の 世界 に 興味 
を 持つ よう に な り 我々 の や っ て いる こと も 理解 さ 
れ て き て いま す 。 
た だ 一 方 で 「 追 いつ か れ た 」 と いう 危機 感 も あり ます 。 
「SF」 と いう シャ ン ル の 概念 は 変化 し て いま す よ ね 。 
SF の 中 の 「 サ イエ ンス 」 と 「 フ ィ ク ショ ン 」 と い 
う 言 葉 は 、「 利 学 が 人 据 い つく べき フィ クシ ョ ン ]」 と 
言う か 、 そ うい っ た テー マ を 含ん で いる わけ で す 。 
重要 な こと は 、SF 作 察 た ち が 常 に 前 進 し て 、 次 の 
イマ ジン ネー ショ ン を どん どん 由 す 、 と いう こと で す 。 
現実 に 負け な いよ うに 、 そ こ を 頑張 ら な けれ は いけ 
な いで すね 。 


「 最 後に ] 


KH 


У Enki Bilal 


そう だ 、 最 後に これ を 差し 上 げ ま す 。 最 近 、 日 本 で 
HARTEN, Nan sito [Bitch 
Life] と いう テー マ で 描い て いま す 。 桂 正和 さ 
ん 、 寺 田 克 也 さ ん も 描い て いま す 。 僕 の イラ スト は 
SACRE 

うー ん 、 配 管 関係 は BOREAL CSUR TE 
すね 。 と っ て も ヒッ チ で すね ( 笑 )。 

「 腐 っ た パイ プ 」 は 大 好き で 、 イ ラス ト を 描く と き 
は 必ず 入れ ます 。 

どう も あり か と う 。 

今日 は いい 話 か 聞け まし た 。 明 日 か ら 、 湊 画 の 作品 
か 変わ り そ う で す 。 

だ けど さっ き 「1 年 間 休憩 する 」 と 言っ 
いで すか ( 笑 )。 

その 前 に 実は 、 あ と 1 週間 で 22 ペー ジ 搭 か な けれ ば い 
け な い の に 、 ま だ 何 も や っ て いな い の が ある ん で す ( 笑 ) 。 
な る ほど ( 笑 )。 

それ を 忘れ た い 。 今 届い 出し て し まっ た 。 そ れ か 
終わ っ た ら 、 と こ か に 逃げ よう か と 思っ て いま す 。 
そう だ 、 テ ニス で も し に 行こ う ( 笑 )。 


た じゃ な 
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エン キ ・ ビ ラル 


1951 年 旧 ユ ー ゴ スラ ビア 生ま れ 。 


'60 年 パリ へ 移住 し 、 


"72 年 パン ド ・ デ シネ 界 に デ 
. SB. ГЕОЖЛЕН $ FEY AS -DR 


Ul な ど を 発表 。'87 年 に は アン グレ ー ム 国際 コミ ッ 
クタ フェ ステ ィ バ ル に お いて グラ タン プリ を 受賞 。 そ の 


圧倒 的 な ビジ ュ ア ルイ メー ジ は 「『 プ レー ドラ ン ナ ー』 
や 、 映 画 監督 の リュ ッ ク ・ ベ ッ ソ ゾン に も 影響 を 与え る 。 
89 年 T『 パ ンカ ー・ パ レス ・ ホ テル 』 で 映画 監督 と し 
て も デビ ュー。 2 作 目 の 監督 作品 『 テ ィ コ ・ ム ー ジ 『 


や 高い 評価 を 得 て い る 。 


#6 


フラ ンス コミ ラク の 呼称 。 

ATRORIEMENI E, COME OMRON ICE 
正和 氏 と ヒラ ル 氏 の 対談 の 収録 も 行わ れ て いた 。 

「 ダ メ で す 」 (担当 者 ) 

エン キ ・ も ヒラ ル 氏 の 映画 旅 督 と し て の テヒ ュー 作 。 НЕ 
ブ ャ ンー・ ル イ ・ ト ラン ティ ニャ ン 、 キ ャ ロ ル ・ ブ ー ケ 
ほか 。 

エン キー・ ヒ ラル 氏 路 督 の 長 綿 映 画 作品 と し て は 第 2 衝 目 。 
[LAKE BE] の 主人 公 ニ コ ホ ル は 、 失 っ た 右足 の 
Крос 線路 の レー ル か ら 作 っ た 鋼鉄 の 足 を 得る 。 

「 ア メリ カ の 友人 | 1977 年 ウィ ム ・ ヴ ェ ン ダース 監 督 に 
よる 西独 ・ 仏 共同 制作 作品 。 原作 は P ハ イス ミス に よる 
UZU- ЕФАДЕ TOREN, OSMR EME 
し た も の 。 


vai TIR: КЖ [EDE Ral EE 
ZEE な と 。 
オル ダス ・ ハ ックス リー。 代表作 「 す は らし い 新 世界 1 


な ど 。 

ン ョ ヨー ン ・ オ ー ウ ヴェル 。 代表 作 「1984 年 1! な ど 。 
RRE 「 ア ント ロイ ド は 電気 半 の 夢 を 見 る か ?」 ほか 。 
代表 作 「 幻 影 へ の 胎 出 | な ど 。 

KEE 「 テ ュー ン 」 ノ レリーズ な と 。 

圧 羽 靖 氏 第 修 の も と 、 ク ラフ ィ ッ ク 社 か ら 刊 行 さ れ た 
イラ スト 集 。 

この 対 湊 か 行わ れ た 2 月 6 日 の 時 点 で 式 岳 氏 の 『BLA 
МЕ! | LOG-37「 非 公式 超 構造 体 ] は まだ 下 描き 前 
の 段階 だ っ た ー・。 


++ 


ER X Guillermo Del Того 対談 


アフ タ ヌ ー 


та. ка (以下 D・T) 


RE 


フレ 


ン 2002 年 8 月 号 提 載 

は じ め ま し て 。 お 会 いで き て 措 
し いで す 。 日 本 を 訪れ た ら 、 ぜ ひ 弐 瓶 さ ん に お も 会い 
し た いと 思っ て いま し た 。 私 は 、 弐 瓶 さ ん の 「BL 
AME || か 大 好き で 、 特 に 背景 が すご く 議 硫 で 好 
き な ん で すけ ど 、 こ れ ま で 読ん で きた 送 画 の 中 に 、 
あな た が 持っ て いる よう な 感覚 を 見 た こと が あり ま 
せん で し た 。 あ な た か 描い た 世界 観 を と て も 気 に 入 
っ て いま す 。 

あり が と う 。 僕 自身 も キャ ラ を 推 く よ り も 建築 物 を 
描い て いる ほう か 好き な ん で す 。 

4 巻 ま で まっ た く 説 明 が 排除 され て いる と いう と こ 
ろか 、 好 き で す 。 私 か が TBLAME「| ¿HAL 
ん だ 点 は 、 そ こ で す 。 ア メリ カ に ある SF 作品 と い 
う の は 、 説 明 し すぎ な も の が 多 す ぎる と 僕 は 思う 。 
まっ た くそ う で すね 。 

その こと で 、 ミ ステ リア ス な 部 分 が 消え て し まっ て 
いる 。 

そこ まで 説明 し な く て も こっ ち は 分 か っ て る よ 「 っ 
て いう 。 僕 は 、 自 分 が 読む 立場 た っ た ら 、 EE 
の 中 で セリ フ を た くさ ん 読み た く な い 人 間 な の で 
それ で 自分 か 混 画 を 描く と き は 、 セ リフ を 成ら し た 
と いう こと も ある ん で すけ ど 。 

そう で す よ ね 。 僕 も そう な ん で す 。 映画 の 撮影 で も 
セリ フ の ンー ン は 好き じゃ な い 。 僕 も 自分 か 撮る と 
し た ら セ リフ が 少な い 作品 か 好き で 、 セ リフ の ンー 
ン と いう の は どう も 苦手 で すね 。 

同じ で すね 。 

僕 が 一 希 最 初 に BLAME 」 | を 目 に し た の は 、 
日 本 語 版 の 単行 本 で し た 。 ホ ク 自 身 は 日 本 語 か が 読 
め る わけ で は な い の で 、 た だ た だ 眺め る こと し か で 
き な か っ た の で す が 、 そ の あと に スペ イン 語 版 で 読 
ん だ と き に すご く 嬉 し か っ た の は 、 説 明 的 な セリ フ 
が ほとん ど な か っ た と いう 事実 。 最初 に 読ん た (見 
た )」BLAME ! | Фу 2 ИХ 
いな か っ た こと な ん で す 。 

イド 2 」 
EADS, RE (実写 ) の 側 か ら 見 る と 非常 
に 興味 を か き 立 て られ る ん で すか そう いう 仕事 に 
は 興味 は あり ませ ん か ? 実は 、 こ の 『 ラ レイ ト 21 
で も そう な ん だ けど 、 僕 は 映画 を つく る とき は 、 章 画 
家 の 方 に スタ ラフ に 入っ て いた だ いて 、 都合 5 人 に 8 
週間 、 自 由 に も の を 描い て も ちら う 、 と いう こと を し て 
いる ん で す 。 だ か ら 例 え は 映画 の スト ー リ ー ホ ー ト か 
あっ て 、 遂 画家 さん が ここ か 描い て みた い 、 こ の コマ 
か 描き た いっ て こと か あれ ば ます 、 ど うそ ご 自由 に 
それ を 捧 い て くだ さい 、 と 。 そ こ か ら 、 映画 づく りか 
始ま る ん で す 。 さ っ き お 見 せ し た 落書 き 帳 な ん で すけ 
と 、 こ れ は アイ ティ アフ ッ ク で 、 こ こ に 挫 い た こと を 
も っ と 給 の 上 手 い 人 遅 に 綺麗 な 形 に し て も ら う わけ で 
す 。「 フ レイ ド 2 1 の 映画 に 出 て くる 死神 族 (リー パ 
ー ス ) の 原型 も ここ に 描か れ て ます 。 

て も 、 そ の 絵 を 見 る 限り 、 ほ と ん ど そ の まま 映像 
に な っ て ます よね 。 

1 ブレ イド 2」 は も っ 観 て いた だ け ま し た か ? 

は い 、 も う 観 まし た 。 

例え ば 、 了 映画 の 中 で 、 ブ レイ ド が 串刺し に な る シー 
ン が ある じゃ な いで すか 。 そ し て その 後 、 血 を 抜か 
れる シー ン か あっ て 、 あ と 死神 族 (リー バ パース) の 





試験 管 ベ ビー と か 、 血 の ブー ル と か 、 あ の へ ん は ミ 
ニョ ー ラ さん と いう テ サ イナ ー さ ん の テ ザ イ ン で す 。 
あと 、 灰 に 変わ っ て し まう シー ン も で す 。 私 が アイ 
ア を 出し て 、 ス タッ フ に 具体 的 に シー ン に し て 
も ら う 、 そ うい う 作 り 方 を し て いま す 。 最 後 の ニ ッ 
サ が 灰 に な る シー ン で すけ ど 、 最 初 に ン ナ リオ を 読 
ん た と き 、 あ の シー ン が 非常 に 詩 的 で アニ メ 的 に 表 
現 で きる と いう 感触 が あっ た の で 、 こ の 映画 の ティ 
レク ター を 引き 受け た の で て す 。 
あれ は いい シー ン で す よ ね 。 
gl Да 231502240 
、 そ の あと の ブレ イト が お 日 様 を 受け て 立っ て 
Ж ン は 、 私 が ミニ ョ ー ラ に 、 our rx 
を 出し て つく っ た シー ン な ん て す よ 、 実 は 。 
( : ブ レイ ト 21| の パン フ を 見 な が ら ) この シー ン な ん 
て すけ ど 、 ラ イト を バッ ク に 格闘 ケー ム み た い に 開 っ 
て る と ころ が あっ た ん で すけ ど 、 あ れ は 、CG で すか ? 


ミッ クス て すね 。 
あれ 、 す ご い 好 き で 。 あ あい う の 出 し た いな 、 湯 画 て 。 
どう そ 。 次 ん で くだ さい ( 笑 】 。 全然 か まい ませ ん 。 
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、 こ の 作品 で で すね 、「 ス パイ ダー マン 』 と 「 ス 
ダー ・ ウ ォ ー ズ エピ ソー ド 2」 の 前 に 完成 し て い 
る ん で 、 そ の 二 つ の 作品 で は 使わ れ て いる ん で すけ 
ど 、 私 か 最初 に 使っ た 方 法 と し て 「 テ シタ ル ・ ダ フ 
ル ] と いう 技術 が あり ます 。 工 場 の 中 を 人 が ヒュ ン 
ヒュ ン 飛 ぶ シ ー ン か あっ た じゃ な いで すか 。 あ れ は 、 

や ろう と 思え は ワイ ヤー を 使っ て 確か に て きた ん で 
すけ ど 、 そ れ じ ゃ あま り に も アレ な ん で 、 も っ と アア 
ニ メ っ ぱい 滑ら か な 動き を 出し た か っ た ん で …・。 





RM Plo "見 た こと な い 感 じ で し た ね ……" o 
ERGO RRO REO 
D-T 撮影 て 使わ れ て いる ほとん どの アイ ティ ア は 最初 に 


考え られ て て 、 さ っ き 見 せ た ア イ テ ィ ア 帳 、 基 本 的 
な アイ ティ ア は 全部 ここ に 入っ て いて 、 そ こ か ら 肉 
付け し て いく っ て 感じ で す 。 

スト ー リ ホー ト は 描か が れる ん で すか ? 

あま り 上 手 じ ゃ な いで すけ ど 、 一 応 。 で も 、 前 も っ 
て スト ー リ ー ホ ー ト を 決め て お くん じゃ な く て 、 す 
ご どく ラフ な 感じ で つく っ て お いて 、 み ん な か 撮影 を 
し て いく に つれ 、 こ うい う の が いい 、 あ あい う の が 
いい っ て 言っ て る の を 聞い て いて 、 だ ん だ ん イメ ー 
ジ か が フィット し て くる じゃ な いで すか 。 そ れ で 、 そ の 
た まっ て きた モノ を 、 撮 影 当日 の 朝 に 描く ん で す 、 
スト ー リ ー ボ ー ト と し て 。 朝 に パカ シ と 描く ん で す 。 
みん な の 今 ま で の アイ ティ ア が 北 縮 され た も の を 
朝 に 描く 。 ア メリ カカ で は 、「 デ イリ ー」 っ て シス テム 
か あっ て 、 そ の 日 撮っ た も の を すぐ に 現像 し て 、 撮 
っ た も の を ぜん ぶ 確認 す る っ て いう の を 「 デ イリ ー」 
っ て 言う ん で すけ ど 、 そ れ を 毎日 や る 。 撮 影 が 始ま る 
4 時間 前 に 起き て 、 昨 日 撮っ た も の を 見 な が ら 朝 ご 飯 
を 食 へ て 、 前 の 日 に 撮っ た も の は 、 こ うい う も の だ 
っ て いう の を 頭 に 入れ た うえ て 、 その 日 の 撮影 に 臨む 
た め の ス トー リー ホー ド を 描き 上 げ る ん で す 、 毎 朝 。 
仕事 は 自宅 で や っ て らっし ゃ る ん で すか ? 

基本 的 に は そう て すね 。 そ れ で た ま に 400 枚 の 
DVD と ポー タブ ル の DVD プレ イヤ ー を 持っ て 、 

どっ か 旅行 に 行く ん て す 。 映 画 撮影 て で どこ か に 行 
く た び に 、 そ の 400 枚 は 盗ま れ て し まう ん で す 。 


+ 


e 
E 


«Т 15 分 長かっ た ん で す よ 本 当 は US 


AH 


00%! 

Ез); で も 起き た し 。 | フレ イド 2」 で も 起 
きた し ・… (E, 

それ は まとめ て 持っ て いか れる ん て すか が か? 
و‎ 

ЕН フレ イト 21 は 110 


日 間 、 あ っ た か ら … а 

CO) それ で 後々 に 成っ て いく ん で すね 。 ЖЭСТ, 
ケー ス か ら 出 し て 、 テ ィ ス ク た け 入 れる バッ グ が あ 
っ て それ が 200 枚 ずつ 入る ん て …。 セ ッ ト で 
「 と うい う 三 し に し た いん だ よ ] っ て いう の を 見 せ 
る と き に 、 前 に 観 た DVD の 中 で 「 こ の ンー ン た け 
El っ て いう と き に 使っ て た りす る ん で ・ 
資料 と し て 常に 400 枚 持ち 歩い て る っ て わけ で すね 。 
[ジャ レー ド : っ て いう 古い 映画 が ある じゃ な いで 
すか 。 屋根 の 上 で の 追跡 し レーン か ある ん て す よ 、「 こ 
れ が 使え る か ら 」 っ て 持っ て いっ た り と か 。「 ブ レ 
イト 2 』 で も 屋根 の 上 で の チェ イス ンー ン か あっ た 
ん て すけ ど 、 切 られ た ん て す 。 

Wonk? 

あれ は ヴァ ン 
パイ ア か 何人 も 殺さ れ て いく っ て いう ンー ン て 、 最 初 
は バイ ク て 追っ か け て いく 、 そ の 間 に 殺 し な か ら ど ん と 
ん ヴァ ン パ イア か 死ん で くっ て アイ ティ ア で 506 
の より 15 分 長かっ た 。 で も 「 こ こと は 4 日 間 し か 撮影 
させ な いか ら ] っ て 言わ れ た ん で 「 分 か っ た 、 じ ゃ あ 
そこ は バイ クン ー ン で 長い 距離 を 撮る ん じゃ な く て 、 
裏通り で 撮り まし ょ う ] っ て こと に し た ん で す 。 
そう いう こと だ っ た ん た s 

( そし て 裏話 、 製 作 秘話 は と めど な く 続 いた ) 





こん な に 時 間 か た っ て し まい まし た 。 
っ た で す 。 BREMER, Wo» 
くり た いて すね 。 

そう で すね 、 ぜ ひ 。 今日 は も 疲 れ さ まで し た 。 


今日 は 楽し か 
"RB EO 


1< Guillermo Del Toro ギレ ル モ ・ 


1964 年 メキ シコ 生ま れ 。 

学生 時 代 か ら 世界 的 メー クア ッ プ ・ ア ー テ ィ ス ト で 、 ア カ 
デミ ー 賞 を 受賞 し た こと も ある ディ ッ ク ・ ス ミス の 強い 
影響 を 受け 、 自 ら 特殊 メイ タ の 会 社 を 設立 し て 映画 界 に 
BA. ПОКЕР ПУЛ は 人 を 不老 不死 の 吸血 鬼 
に 変え る 謎 の 綿 金 中 クロノ ス を めぐ る 間 の ファ ンタ ジー。 
EHRE 9858 OA YS BEP I HSE C HL E OBL 
DIZ UE. AUD FICE FATE 
2 作 目 の 『 ミ ミッ ク 』 も 製 行 的 に 成功 し 、2002 年 公開 の 
『 ブ レイ ド 2』 に よっ て その 評価 は 決定 的 な も の に な る 。 


デル ・ ト ロ 


ЯТ ウ ァ ン パ イア に 戦い を 挑 も ウ テ アン パイ ア NS OERS Т 


ラー アク ンション の 第 2 絆 SAMI Py NAPA AGRE FOS 
な 新種 の 死神 族 (リー ハー ス ) те сета. 


#2 BANES- RAME E, 
ЕЗ クモ の 能力 を 持つ マー ウェ ル ・ コ ミク の 人 気 キ ャ ラク ター 


2002 ЫАЖ КОХ. 


84 2002 АМА van JI AABBDKAFE КТ. 
#5 テル ・ 


ト 口 藍 督 の ハリ ウラ ト 第 1 作 目 で て ニュ ー ヨ ー ク の 地下 に 
DCÓCBAURATRODDüE IUE HORE. 

6 ERORART- КУ ENTIN EBRO リク スリ フー て 
19635 ADA E. 7 RAM, 








#7 実際 TORERO АРФА INF = ТРЕ 27 


MAS ТЕТ SH ROBLA, し か し 1IBLAME |] Dai 
EÉBATUOAXERR 17 OBRA СТЕ бе? 


+ 


з 


N 


ще. 
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SNIKT! #1 の カバ ー ア ー ト 。 自 分 で も 筋肉 が 
足り て な いと 思い まし た 】 あと X が X ホ ックス 
i の ロゴ に 見 えて し まう …… 5 


も う ド モチ ェ フ スキ ー に 似 て る と か 
言わ れ て も か まわ な いと 思っ た 。 


背景 を 塗る の に 苦労 し まし た 。 


ラフ 画 の 時 点 で マー ヴ ル の 人 に ヴァ ン パ イア っ ぱい 
EOPNFERX LAI 


大 失敗 。 


о 
上 の 絵 の 自主 ボツ 。 


コメ ント し た く あ り ま せん 。 


何人 か の 作家 が エヴァ の 絵 を 描く と いう 企画 で し た 
皆 、 綾 流 で くる だ ろう と 予測 し た ら 見事 に 的 中 , 
一 人 だ け 沈 むこ と に 成功 。 で も 本 当 は 描き た か っ た 


` 


デジ タル 。 


КЕСЕРІ ТАҒАЛА 


m 


ALS 


な を じゃ こり ゃ 。 


1 巻 の カバ ー の 原画 で すね 。 
БРАЕВВОСКА СТЕ, 


これ 描い て た 頃 は まだ 漫画 で 食え て な か っ た し 、 
迷い な ん か も あっ て 、 俺 、 化 け 物 の 絵 な ん か 描い て 
る けど 大 丈夫 な の か 7 な ど と 真剣 に 考え て まし た 。 


アク リル 。 





前 に ビラ ル 氏 と 対談 し た と き 、2 巻 の 表紙 
を 見 せな が ら 、 塗 り 方 を 真似 し た な ん て 
言っ て し まっ た 。 彼 は と て も 低い 戸 で 
[77-4] ERR. 


これ 描い て る と き コ ミッ カー ズ の 取材 で 、 ず っ と カメ フ 
マン が 写真 掘っ て る し 、 人 も 見 て る し で 張り 切っ て や 

て た ら 、 あ っ と いう 間 に 免 成 し て し まっ た 。 あ の 時 の よ 
うな 集中 力 を その 後 、 一 度 も 発揮 し て いな い 


建設 者 捕獲 中 の シボ 。 建設 者 は と て も 
嫌がっ て か な り 抵 抗 し た と いう 。 


サナ カン は 個人 的 に 好き な ん た けど 


カラ ー が 少な い 。 も っ と 描く つも り 
だ っ た の に な あ …… 忘れ て た 。 


これ 描い て た と き は 本 当 に 時 間 
が 無かっ た EHE Я 


動き の ある 絵 に し ろ と 言わ れ な か っ た ら 、 
FBLAME!] の 表紙 は 全巻 、 


Ка TIRAS ROLE. 


最近 生ま れ て 初め て 骨折 し た 。 


) あん まり 痛く な か っ た の で 3 週間 、 


折れ て いる こと に 気付 か な か っ た 。 


上 の 絵 の 自主 ボツ 。 
捨て られ な か っ た ……。 


けっ こう 胃 っ て 知ら な い 問 に 折れ て 、 い つの ま に か 
治っ ちゃ っ て る の か も 。 


デジ タル で 着色 し 始め た の は 、 こ の あ 
た りか ら で す ね 。 し か し な ぜ ド モチ ェ 
フス キー を カバ ー に 使っ た の か 。 


[地球 最後 の 男 オ メガ マン | の DVD が いつ の ま に か 
出 て た の ね 。 


彼女 が 無事 に 人 間 の 姿 で 生成 され て 
いた ら 、 非 公式 階層 は 破壊 され ず に 
済ん で いた か も し れ な い 。 

(SARE) EOS RA ӘЖЕ, 


すご く お も し ろ い 。 し か も 著者 、 笹 会 人 の サイ ン 
入り で ある 。 返さ な い 。 


a 1 


「BLAME! 本 編 で 使用 し た 白黒 原 積 に 着色 
手抜き じゃ な いで す よ 。 本 編 と 同 し 

シー ン を カラ ー で 表現 し た か っ た の で す . 
いや 本当 に . 


テク スチ ャ ー 使 いま し た 。 


海水 に 満た され た 建築 物 。 


10 巻 の 最後 の ペー ジ の 子 で す 。 


Bk. 
シボ レベ ル 9。 
サナ カン 。 


厚 塗り で 建物 を 描く の は 
大 変 な の だ と 知っ た 。 


初め て 描い た コマ 割り の カラ ー。 


この 二 人 に は 43 人 の 子供 が いる 。 三男 の ルー トバ ル ゴ 
バル ダン バ は 研究 員 に な る 夢 を 持っ て いた が 、 
EBU fe AT TE EL ENNE, 


tOi. ТИЕ стаг 
作戦 に 参加 する が 、 食 料 液 を 盗み 飲み し 
て いる と ころ を 英 に 坦 わ れ 、 さ ん ざん 情 
報 を 漏らし た 挙げ 名 に 死亡 。 

じょう ろ を 買っ た 。 細 か い 穴 か ら 
シャ ワー の よう に 水 が 出る は すず が 、 
まとまっ た 水 が ド ボド ボ と 

し た た り 落 ちる だ け 。 
「 ヒ ー キ ュ ウ エス エフ エイ ガ 」 が 大 好き だ っ た スチ フ は 
17200 TOMO, SEMBAHE MIR, 
BATHI KEMANA MH LEN OLA 

ダフ ィ ネ ル の 購 い に の っ て し まう 。 


ドモ チェ フス キー は 数 百年 以上 の 


生涯 の 間 に プ セル と シボ 以外 の 女性 | 


( 型 ) を 見 た こと が な い 。 
唯一 、 笑っ て る 絵 。 


ブロ ン ……。 技 を 全て 出し きる 前 に 死ん 
て し まっ た 。 変形 する 能力 は 仲間 か ら も 
不評 だ っ た らし い 。 


マグ ロ の 赤身 を 手 に し た 老 朗 か 、 夕 方 よく うち の 道 て 、 
「 ブ フー ちゃ ん (ВЕБ (ELO) | を 探し て いた の 
た が 、 最 近 現 れ な く な っ た 逆 に 心配 た 


指 の 骨 を 折っ て か ら 、 と て も 手 を 
大 事 に する よう に な っ た 。 





ダフ ィ ネ ・ ル ・ リ ン ベ ガ 。 


うち の CD プレ ー ヤ ギー 【 ス ロッ トロ ー デ ィング 方 式 ) 
は イジ ェクト ホ タ ン を 押す と 、 
た ま に CD を パーン て 飛 は し ます 。 


装備 品 生産 施設 な と を 見 つけ た と き に 、 
Babat READ: 


ドガ ー ン 。 


V 1 巻 の 白 果 原稿 に デジ タル て 着色 。 


女性 が 持っ て る 檜 桶 は 航空 柏 用 の ガス ター ビン 
| エン ジン を 見 て 描き まし た 。 


色紙 用 に 描い た イラ スト 
(サイ ン 色 紙 の 絵 ) 。 


うし ろ の 女性 は シボ で す 。 


3 巻 の と き に 描き 下ろし た ペー ジ 。 
リキ テッ クス の ニュ ー ト ラル グレ ー 
を 全 種 類 使用 。 


洗面 台 の 上 の 部 分 の 鏡 と か 電球 
が 付い て る 四角 い パ ネル が 昨日 
突然 壁 か ら 落 下 し た 。 


ШЕ =>. 


. 
Y 


バン ド ・ デ シネ に 憧れ 
て まし co 
人 物 よ り も こう いう 終 の ほう が 描い て て 楽し い 


構想 途中 の シボ レベ ル 9。 


デジ タル 。 
サナ カン に 混信 し た シボ 。 
クリ ル 。 


こう いう 絵 は 好き だ か 、 一 年 中 
描い て いた いと も 思わ な い 。 


こう いう 絵 を 一 年 中 描い て いた いと 
は 思わ な い が 、 造 り た いと は 思う 。 


ВЕРНИ p eee が 


眼帯 を 付け た 海賊 みた い に 
な っ て し まい まし た 。 


これ は … 


Bi о デジ タル 。 

MHz. http://www.m-hz.net/ 
この 中 に 僕 の チャ ン ネ ル が あり ます 
メー ル 下 さい 。 


始め の 頃 に 、 単 行 本 の (3 巻 ) キャ ラ 
紹介 の た め に 描い た 絵 。 
こう いう の は も っ と や り た か っ た 。 


駆除 系 。 


単行 本 1 巻 の た め に 描い た 1 枚 。 
使わ れ な か っ た けど 。 


大 爆発 を た バック に ニヤ ニヤ 
笑っ TEN: 

спі Раси, 
レベ ル 9 の 絵 は 塗 っ て る 時 は 青 


た っ た ん で す が 、 最 後に は 赤 に 
“ZS Che 5728 


レベ ル 9。 


シボ レベ ル 9。 少 し 成長 し て いる 
サナ カン は シボ を 護 術 し て いた 十 数 年 
の 間 に 相 当 な 数 の 球 素 生物 を 殺し た 。 


男 の 背中 。 


SE. |BLAME!| 10 巻 の 巻末 カラ ー 


ц デジ タル 。 





都市 の 表面 を 覆う 海水 。 


この と き 霧 云 が 装着 し て いる スー ツ は 、 
セー フ ガ ー ト が PLAYFORD に 発注 し て 
造ら れ た も の 。 


2002 年 カレ ンダ ー 用 の イラ スト 。 


サナ カン 。 


(YA, 


デジ タル で 描い た 絵 っ て 色 を いく ら で も 
変え られ て いい け と 、 決 め ら れ な い 叶 っ 
て 確か に ある 。 


、 謎 の 人 体 実験 は 大 好き で す 。 
| で も 被験 者 に は な り た く な い 。 


CHORE. 4 


裾野 結 は 改造 人 間 で ある 。 
仕事 中 は 、「 お ー い お 茶 ] を 1.5 

リッ トル くら い 飲 お 。 

地球 表面 全域 が 構造 物 で 覆 わ れ 


た 世界 。 デ スス ター で すね 、 見 
た 目 は 。 


BA CEMN SR, 


NOISE 構 想 初期 の 絵 。 


この 時 は まだ 日 本 刀 だ っ た ん で すね 。 
変え て 良かっ た 。 


し か し 、 絵 一 ウー つ に コメ ント を 書く の が 、 こ ん 
な に 大 変 だ と は 。 や り ま す よ 、 な ん て 簡単 に 言う 
ん じゃ な か っ た 。 


ie. اف دح‎ 
cel Ba. ЕНЕШ-Е- 
pois Rs bs. 


Жаға Biz Se WD 
プイ ビッ チズ ライ フラ と いう 画集 
の た め の 絵 。 


この まえ 、 右 沢 さ ん 宅 で ピン ボン ダッ シュ し た 
の は 僕 で す 。 ご めん な さい 


この 頃 は コピ ッ ク を 使っ て まし た 。 
補充 が めん どく さい で す よ ね 。 


うーー ん ……。 


ドイ ツ の イベ ント 
「bonenkai2002] の た め に 描い た 絵 。 会場 
の カレ ー ラ イス の 屋台 が 印象 的 で し た 。 


バン ド 、「 ア イズ キュ ー ラ 」 の 
フラ イヤ ー 用 に 描い た イラ スト 。 


フラ ンス の コン ベン ショ ン の ポス 


ター の イラ スト 。 テ ディ ベア を た 
の まれ た の で 。 


空間 を 正しく 認識 で き な く 
な っ た 人 の 視界 。 


AT 
вхаузук. 
大 平 洋 横断 橋 。 


これ は 確か 東京 湾 の 埋め 立て 地 に 、 
勝手 に 建物 が 建て られ た と いう 設定 
кокит. 


EAGAR. MEN, 


趣 高層 集合 公団 住宅 。 ア メリ カ で は 
BEREDEN TTE, ROTHER 
らち れる そう で すね 。 


軌道 エ レベ ー タ ー の 続き 。 


向こう に 富士 山 が 見 えま す 。 





メガ ロマ ニア 第 1 回 。 и, 
杉並 区 高円寺 。 


霧 が 濃い 日 と か 、 高 層 ビ ル の 上 の 方 
が 見 えな く な っ て いる と き が あり ま 
す よ ね 。 


軌道 エ レベ ー タ ー。 


上 の 絵 の 続き 。 
月 の 上 まで の び て ま し た 。 


すご ー く 深く まで 続く 地下 街 。 


あっ た らい いな 。 


ここ 数 年 は 巨大 建築 物 の 夢 を 見 な く 


な っ て し まっ た 。 


巨大 和風 建築 物 ……、 普 通 
過ぎ る o 


空中 都市 ……。 


何 を し よう と し た の か …… ^ 


「 デ ッ ド ヘッ ズ 」 予告 用 イラ スト 。 ま だ 
が は っ きり 2 o で な か っ た た め 、 4 
x речта Ji ッ チ あげ z 5 e 
PI ра? ایر‎ Чай 
ERN 「 デ ッ ド ヘッ ズ ] 
本 編 の カラ ー。 (以下 4 枚 ) 


ゾン ビ 物 は 映画 も 小説 も 大 好き 
な の で 、 い つか や り た いと 思っ 
て まし た 。 


10 年 くら い 前 、 僕 . ガ ー ド マン や っ て まし た 。 


この 女 は ウェ イト レス 。 


[Fy KAYA] 予告 用 イラ スト 。 
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